
近
世
ス

マ
ト
ラ
の
内
陸
民
族
世
界
の

形
成
に
お
け
る
移
住
者
の
役
割

|
|

「土
着
先
住
民
」

の
創
出

弘

末

雅

士

六 五四三二一

は
じ
め
に
|
|
問
題
の
所
在

ス
マ
ト
ラ
島
の
民
族
集
固
と
そ
の
名
祷

近
世
前
夜
の
ス
マ
ト
ラ
と
一
商
人
達
の
活
動

ア
チェ

の
撞
頭
と
後
背
地
と
の
関
係
の
緩
容

内
陸
農
業
空
間
と

「土
着
民
」
の
創
出

結

論

-111ー

は
じ
め
に
|

|
問
題
の
所
在

中
園
及
び
イ
ン
ド
と
い
う
多
人
口
地
域
の
聞
に
介
在
し、

海
洋
交
通
路
の
要
衝
に
位
置
す
る
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
至
る
ま

で
人
口
に
比
し
、
利
用
可
能
な
土
地
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
古
く
か
ら
人
々
の
移
動
性
が
高
か

っ
た
。
こ
の
た
め
祉
舎
の
形
成
に
移

住
者
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
十
五
十
七
世
紀
の
東
西
海
洋
交
易
活
動
の
活
性
化
し
た
時
代
、
東
南
ア
ジ
ア
の
海
域
と
内

陸
部
と
の
人
々
の
往
来
が
活
種
と
な
り
、
彼
ら
の
役
割
は

一
一層
重
要
と
な

っ
た。

111 
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こ
の
時
期
鄭
和
の
遠
征
に
代
表
さ
れ
る
中
園
の
積
極
的
酎
外
政
策
の
展
開
や
西
ア
ジ
ア
、

(

1

)
 

来
航
す
る
商
人
の
増
加
に
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
は
繁
栄
し
た
。
ベ
グ

l
、

マ
カ
ッ
サ
ル
、
フ
ル
ネ
イ
、
ホ
イ
ア
ン
、

イ
ン
ド
さ
ら
に
は
西
欧
か
ら
の
香
辛
料
を
求
め
て

ア
ユ
タ
ヤ
、

ハ
タ

ニ、

マ
ラ
ッ
カ
、

ジ
ョ
ホ

l
ル
、
ア
チ

ェ、

パ
ン

一ア

ン
、
ド
ゥ
マ
ッ
ク

ハ
ノ
イ
と
い
っ
た
諸
都
市
は
、
人
口
一
過
少
の
東
南
ア
ジ
ア
に
も
か

か
わ
ら
ず
蛍
時
十
商
人
前
後
の
人
口
を
有
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
な
司
た
。
そ
し
て
都
市
の
周
遊
内
陸
部
は
、
港
市
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が

強
化
さ
れ
、
米
を
始
め
胡
板
等
の
一
商
品
作
物
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
農
業
空
聞
が
設
展
を
と
げ
た
。

木
稿
は
、
こ
う
し
た
近
世
東
南
ア
ジ
ア
の
一
角
を
占
め
た
ス
マ

ト
ラ
島
を
と
り
上
げ
、
沿
岸
部
に
ア
チ
ェ
及
び
マ
レ

l
入
港
市
園
家
が
隆
盛

し
た
の
に
封
臆
し
て
、
後
背
地
の
内
陸
農
業
空
間
に
移
住
者
の
参
入
を
招
き
、

ガ
ヨ
、
パ
タ
ッ
ク
、
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
民
族
世
界
の
原
型
、が
形

成
さ
れ
た
過
程
を
解
明
し
た
い
。
今
日
ス
マ
ト
ラ
島
に
は
沿
岸
部
に
ア
チ
ェ
人
、

カ
パ
ウ
人
(
一
部
は
沿
岸
部
に
も
居
住
〉
、

マ
レ

1
人
が
、
内
陸
部
に
ガ
ヨ
人
、
パ
タ
ッ
ク
人
、
ミ
ナ
ン

(
2〉

ル
ジ
ャ
ン
人
、
ラ
ン
ポ
ン
人
ら
が
主
要
民
族
グ
ル
ー
プ
と
し
て
居
住
す
る
。
こ
う
し
た
民
族
集
圏
は
、

、
、
ナ
ン
カ
パ
ウ
人
、
マ
レ
l
人
〉
と
い
う
分
類
の
も
と
、

(
3〉

ち
で
あ
る
が
、
そ
の
民
族
名
を
歴
史
的
に
考
察
し
て
み
る
と、

多
く
は
さ
程
古
く
か
ら
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か

内
陸
部
で
は
と
り
わ
け
古
く
か
ら
固
有
の
民
族
集
圏
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
が

-112ー

し
ば
し
ば
プ

ロ
ト
H

マ
レ
1
系

3
・。
-
N印

8
1
8
0
0
頃
島
艇
部
に
移
住
:
例
え
ば
バ
タ
ッ
ク
人
)
、
新

マ
レ

l
系

(
上
記
の
時
期
よ
り
後
に
移
住
:
例
え
ば

る
本
稿
は

ス
マ

ト
ラ
島
内
陸
部
の
民
族
世
界
の
形
成
に
近
世
前
夜
か
ら
商
業

・
宗
数
活
動
を
展
開
し
て
い
た
南
イ
ン
ド
系
を
始
め
と
す
る
移

住
者
が
関
係
し
た
こ
と
を
考
察
し
、
彼
ら
が
内
陸
部
に
定
着
す
る
に
際
し
、

そ
の
存
在
を
正
蛍
化
す
る
た
め
「
土
着
先
住
民
」
と
い
う
概
念
の

創
出
に
寄
興
し
た
こ
と
を
論
じ
た
い
。
従
来
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
移
住
者
は
、
イ
ン
ド
化
や
イ
ス
ラ

l
ム
化
を
論
ず
る

(
4〉

(
5
)

際
に
外
来
文
化
を
も
た
ら
す
役
割
を
捨
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
を
受
容
し
た
東
南
ア
ジ
ア
側
と
の
封
比
的
観
貼
か
ら
一
般
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

が
、
そ
う
し
た
外
来
文
化
を
も
た
ら
し
た
人
々
が
定
住
し
た
過
程
で
、

い
か
に
現
地
側
の
主
瞳
の
観
念
の
形
成
に
開
興
し
た
の
か
は

あ
ま

り
論
じ
ら
れ
て
爽
な
か
っ
た
。
本
稿
は
ス
マ
ト
ラ
の
事
例
を
通
し
て
、
こ
の
「
現
地
側
の
主
鐙
」
形
成
に
こ
う
し
た
移
住
者
が
し
ば
し
ば
閥
輿



〈

6
〉

し
、
イ
ン
ド
化
や
イ
ス
ラ
!
ム
化
と
東
南
ア
ジ
ア
側
の
主
睦
化
と
を
介
在
し
た
彼
ら
移
住
者
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ス
マ
ト
ラ
島
の
民
族
集
圏
と
そ
の
名
稽

ス
マ
ト
ラ
島
の
沿
岸
部
に
居
住
す
る
ア
チ
ェ
人
や
マ
レ

l
人
と
、

内
陸
部
に
居
住
す
る
ガ

ヨ
人
、

バ
タ

γ
ク
人
、

、
ナ
ン
カ
パ
ウ
人
ら
と
で

t主

エ
ス
ニ
ヅ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
の
し
方
が
異
な
る
。

ア
チ
ェ
は
、
十
五
世
紀
末
に
北
ス
マ
ト
ラ
の
ク
タ
ラ
ジ
ャ
に
成
立
し
た
港
市
国
家
で
、
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
北
ス

マ
ト
ラ
東
西
沿
岸
部
を
中
心
に
隆
盛
し
た
。
今
日
の
ア
チ
ェ
人
は
、
こ
の
北
ス
マ
ト
ラ
沿
岸
域
に
居
住
す
る
人
々
を
指
す
。
ま
た
ス
マ
ト
ラ
東

岸
の
沿
岸
部
に
は
贋
く
マ
レ

1
人
が
居
住
す
る
。
彼
ら
は
十
四
世
紀
終
り
に
建
国
さ
れ
、
十
五
|
十
六
世
紀
初
め
に
は
繁
栄
す
る
港
市
園
家
と

な
っ
た
マ
ラ
ッ
カ
主
園
の
も
と
で
、

マ
レ

l
語
を
使
用
し
、

イ
ス
ラ

l
ム
を
信
奉
し
た
人
々
を
起
源
と
し
、
以
降
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周
遊
地
域
に

-113ー

居
住
す
る
に
至
っ
た
人
々
で
あ
る
。

こ
う
し
た
沿
岸
住
民
は
元
来
出
身
地
が
多
様
で
、
海
域
で
の
活
動
を
通
し
、
様
々
な
人
々
と
接
鰯
・
混
渇
し
た
。
彼
ら
が
ア
チ
ェ
人
、

ーマ

レ

む
し
ろ
彼
ら
の
活
動
範
囲
が
制
限
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
司
た
時
期
以
降
で
あ
り
、

1
人
の
場
合
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
マ
ラ

ッ
カ
占
領
(
一
五
一
一
年
〉
以
降
、

l
人
と
し
て
の
民
族
意
識
を
形
成
し
始
め
た
の
は
、

ーマ

レ

ア
チ
ェ
人
の
場
合
は
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
り
海
域
で
の
影
響
力
を
後

退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
司
た
十
七
世
紀
後
字
以
降
と
言
え
よ
う
。

ア
チ
ェ
や
マ
ラ

ッ
カ
が
隆
盛
し
た
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
港
市
支
配
者
の
開

に
一
種
の
世
界
一
帝
園
の
意
識
が
存
在
し
た
。

一
方
そ
う
し
た
隆
盛
す
る
港
市
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
た
後
背
地
住
民
の
聞
で
、
こ
の
時
代
共
通
の
祖
先
か
ら
出
自
し
た
と
す
る
人
開
集

圏
の
意
識
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
本
稿
の
封
象
と
す
る
ガ
ヨ
、
バ

タ
ッ
ク
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
は
そ
の
集
園
名
稀
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
名
稀
の

由
来
自
穫
が
、
沿
岸
港
市
と
の
関
係
の
中
で
語
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

113 

ガ
ヨ
(
の
ミ
0
)

が
文
献
上
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、

十
四
世
紀
後
牢
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る

『
パ
サ
イ
列
王
俸
』

(
Z
F
a主
H
N
3
白

l
H
N
a
同
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可
虫
色
〉
で
あ
る
。

パ
サ
イ
は

北
ス
マ
ト
ラ
の
マ
ラ
γ

カ
海
峡
と
イ
ン
ド
洋
と
の
分
岐
貼
ジ
ャ
ン
プ
H

ア
イ
ル
岬
の
周
遊
に
成
立
し
た
島
興

部
の
初
期
の
イ
ス
ラ

l
ム
園
家
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
二
一
九
二
年
に
パ
サ
イ
近
郊
の
プ
ル
ラ
ク
に
立
寄
っ
た
マ
ル
コ
H

ポ
l
ロ
は
、
イ

ス
ラ
1

(

7

)

 

ム
一
商
人
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
て
近
年
。フ
ル
ラ
ク
の
町
の
人
々
が
イ
ス
ラ

l
ム
に
改
宗
し
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
。
パ
サ

イ
の

王
が
イ
ス
ラ
l
ム
に
改
宗
し
た
の
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
と
考
え
ら
れ
、

イ
ブ
ン
日
バ
ト
ヮ

l
タ
の
放
行
記
に
は
一
三
四
五
年
に
彼
を
迎
え
た
パ
サ
イ

(

8

)

 

(
サ
ム
ド
ラ
〉
の
イ
ス
ラ

l
ム
教
徒
の
ス
ル

タ
ン
H

ア
ル

n
マ
リ

ク
H

ア
ッ

日
ザ

l
ヒ
ル
の
名
が
登
場
す
る
。
『
パ
サ
イ
列
王
俸
』
は
、
初
代
パ

サ
イ
王
が
イ
ス
ラ
l
ム
に
改
宗
し
、
そ
し
て
こ
の
町
の
人
々
の
多
く
が
イ
ス
ラ
l
ム
を
信
奉
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ

っ
た
と
述
べ
た
後
、
以

〈

9
〉

下
の
記
述
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
町
の
一
角
に
イ
ス
ラ

l
ム
に
入
信
し
た
が
ら
な
い
一
集
囲
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
こ
で
パ
サ
ン
ガ
ン
川
上
流
へ
走
り
去
り
、

そ
の
た

め
今
日
に
至
る
ま
で
彼
ら
は
こ
の
町
で

。
印
可
。

と
呼
ば
れ
て
き
た
。

り
、
イ
ス
ラ

l
ム
に
改
宗
す
る
こ
と
を
避
け
て
内
陸
部
の
パ
サ
ン
ガ
ン
川
上
流
域
ヘ
ク
走
り
。
去
?
た
た
め
、

。ao
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

-114ー

「
そ
の
た
め
」
の
部
分
の
記
述
の
み
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

北
ス

マ
ト
ラ
の
沿
岸
部
で

ぬ白山、
0

・m印
可
。

は
。
走
る
。
を
意
味
す
る
語
で
あ

った、

の
意
味
で
あ
る
。

『
パ
サ
イ
列
王
俸
』
は
ガ
ヨ
を
、
北
ス
マ
ト
ラ
の
沿
岸
イ
ス
ラ

l
ム
数
徒
達
が
付
興
し
た
内
陸
部
の
非
イ
ス
ラ
l
ム

教
徒
に
劃
す
る
呼
稿
と
し
て
い
る
。

一
方
バ
タ
ッ
ク

(
切
白
丹
田
}
内
)

『
パ
サ
イ
列
王
停
』
に
は
登
場
し
な
い
。
パ
タ
ッ
ク
人
は
。フ
ロ
ト
H

マ
レ

l
系
に
属
す
る
と
し
ば

(m〉

そ
の
名
稽
の
語
源
は
定
か
で
な
い
。
明
確
に
北
ス
マ
ト
ラ
に
お
い
て

の
名
稿
は

し
ば
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、

回
同
門
白
}
内

に
比
定
で
き
る
名
橋
が
登
場
す
る
の

一
四
三
五
年
に
北
ス
マ
ト
ラ
を
訪
れ
た
ニ
コ
ロ
H

デ

u
コ
ン
テ
ィ
の
記
述
で
あ
る
。
以
降
バ
タ
ッ
ク
は
、
港
市
に
寄
港
し
た
人
々
に
よ
り

食
人
の
慣
習
、
好
戦
性
、
未
開
性
を
そ
の
特
徴
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
コ
ン
テ
ィ
は
パ
サ
イ
を
訪
れ
た
際
、
ス
マ
ト
ラ
島
に
つ

(

日

)

に
つ
い
て
以
下
の
記
述
を
残
し
て
い
る
。

t主い
て
記
し
、

そ
の
中
で

回
出
門

m
n
y
(切
同
門
田
}
内
)

コ
ン
テ
ィ
が
言
う
に
は
、

タ
ブ

ロ
パ
ナ
〔
ス
マ
ト
ラ
島
(
引
用
者
〉
〕

は
周
囲
が
六
千
マ
イ
ル
あ
る
。
人
々
は
た
い
へ
ん
残
忍
で
、
習
慣
は



野
轡
で
あ
る
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
彼
ら
は
偶
像
崇
奔
者
で
あ
る
。
通
常
よ
り
大
き
い
胡
板
及
び
長
胡
板
、
龍
脳
と
ま
た
金

を
莫
大
に
産
す
る
。
:
:
:
(
中
略
〉
:
:
:
こ
の
島
の
切
丘
四
与
と
呼
ば
れ
る
所
に
、
人
喰
い
が
住
ん
で
い
て
、
常
に
彼
ら
の
近
郊
の
人
々
と

こ
の
島
は
、

戦
い
を
行
な
う
。
彼
ら
は
頭
蓋
を
賓
物
と
し
て
保
持
す
る
。
何
故
な
ら
彼
ら
は
敵
を
捕
え
る
と
首
を
切
り
落
と
し
、

そ
の
肉
を
食
べ
、
頭

蓋
を
貨
幣
の
代
わ
り
に
使
う
た
め
に
た
く
わ
え
る
か
ら
で
あ
る
。

蛍
時
既
に
胡
板
裁
培
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
北
ス
マ
ト
ラ
で
あ
り
、

を
行
な
い
、
好
戦
的
な
人
々
の
居
住
す
る
地
域
が
、

ま
た
龍
脳
や
金
の
産
地
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
北
ス
マ
ト
ラ
で
、
食
人

切
回
同

mwny

と
呼
ば
れ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
十
六
世
紀
に
来
航
し
始
め
る
と
パ
タ
ッ
ク
の
記
述
は
増
加
す
る
。
例
え
ば
一
五
一

0
年
代
に
ス
マ
ト
ラ
島
に
来
航

し
た
ト
メ

u
ピ
レ
ス
は
パ
サ
イ
の
記
述
の
後
に
、

バ
タ
(
切
白
神
田
)
王
園
は
一
方
で
パ
セ
l

ジ
ャ
・
ト
ミ
ア
ン
(
岡
山
と
釦
叶
O
B
Y
S
)
と
呼
ば
れ
る
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
こ
の
ト
ミ
ア
ノ
は
内
陸
で
何
回
も
戦
争
を
し
て
い
る
。
彼
は

(

ロ

〉

時
に
は
義
父
〔
ア
ル
王
(
引
用
者
〉
〕
と
戦
い
、
時
に
は
パ
セ

i
と
も
戦
っ
て
い
る
。

〔
パ
サ
イ
(
引
用
者
)
〕
王
園
に
接
し
、
他
方
で
は
ア
ル
王
園
に
接
し
て
い
る
。
こ
の
園
の
王
は
ラ

-115ー

ア
ル
は
デ
リ
周
迭
に
十
三
世
紀
頃
よ
り
存
在
し
た
王
園
で
あ
り
、
ラ
ジ
ャ
・
ト
ミ
ア
ン
の
名
稽
か
ら
剣
断
す
る
と
バ
タ
王
園

は
ア
ル
と
パ
サ
イ
の
聞
の
タ
ミ
ア
ン
及
び
そ
の
内
陸
部
を
中
心
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
後
一
五
三
九
年
に
バ
タ
王
園
を
訪
れ
た
メ

ン
デ
ス
H

ピ
ン
ト
の
記
述
に
よ
る
と
、
バ
タ
王
は
非
イ
ス
ラ

l
ム
教
徒
で
あ
り
、
イ
ス
ラ

l
ム
新
輿
園
ア
チ
ェ
と
激
し
く
抗
争
し
て
お
り
、
王

(

日

〉

園
の
勢
力
範
園
が
北
ス
マ
ト
ラ
西
岸
の
シ
ン
ケ
ル
附
近
の
後
背
地
か
ら
ア
チ
ェ
と
近
接
す
る
内
陸
部
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
北
ス
マ
ト
ラ
を
始
め
、
マ
レ
l
牢
島
の
内
陸
部
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
ラ
ワ
ン
島
の
非
イ
ス
ラ
l
ム
住
民
の
中
に
切
丘
町
F
回
巳
兵
と
い

う
民
族
名
が
存
在
す
る
。
ル
l
ブ
は
、
こ
の
回
同

g
r
の
名
稿
が
元
来
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に
よ
る
非
イ
ス
ラ
l
ム
数
徒
に
劃
す
る
ニ

y
ク
ネ
l

(

M

)

 

ム
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
こ
う
し
た
き
わ
め
て
類
似
し
た
名
稽
が
複
数
の
非
イ
ス
ラ
l
ム
住
民
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
、
バ
タ
ッ
ク
人
自

115 

身
が
そ
の
名
稿
の
由
来
を
統
一
的
に
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
呼
稿
が
元
来
沿
岸
居
住
者
か
外
来
者
に
よ
る
内
陸
非
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アチェ(ランブリ)

ピデイエ
パサイ

プルラク

、

ミナンカJ{ウ

• 
ムラピ山

イ
ス
ラ
l
ム
住
民
に
劃
す
る
蔑
稀
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
と

も
か
く
北
ス
マ
ト
ラ
に
お
い
て
バ
タ
と
呼
ば
れ
た
園
は
、
上
越
の

史
料
を
も
と
に
考
え
る
と
、

そ
の
位
置
が
ほ
ぼ
地
国
表
1
に
示
さ

れ
た
通
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

」
の
位
置
は
、
現
在
で
は
ガ
ヨ
人
及
び
ア
チ
ェ
人
の
居
住
区
と

16位紀初頭の北 ・中部スマトラ

な
る
。
今
日
の
バ
タ
ッ
ク
入
居
住
地
域
は
、

そ
れ
よ
り
も
南
の
パ

ル
ス
や
ア
ル
(
デ
リ
)
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
が
、

十
六
世
紀
初

め
の
ピ
レ
ス
の
以
下
の
記
述
に
よ
れ
ば

そ
れ
ら
の
内
陸
部
は
バ

、
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が

タ
王
園
で
は
な
く
、

-116ー

明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
王
園
〔
パ
ル
ス
王
園
(
引
用
者
)
〕

は
一
方
は
テ
イ
コ
に

〔
シ
ン
ケ
ル
(
引
用
者
〉
〕
王
園

接
し
、
他
方
は
キ
ン
シ
ェ
ル

の
地
に
接
し
て
い
る
。
内
陸
部
で
は
メ
ナ
ン
カ
ボ
人
と
取
引

(

お

)

を
し
て
い
る
。

地園表1

ま
た
ア
ル
王
園
に
つ
い
て
は
そ
の
産
品
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

こ
れ
ら
の
一
商
品
の
若
干
は
パ
セ

l
・
ベ
デ
ィ
ル
経
由
で
捌
か

れ
、
そ
の
他
の
も
の
は
パ
ン
シ
ュ

l
ル
〔
パ
ル
ス
(
引
用
者
)
〕

経
由
で
捌
か
れ
る
。
そ
れ
は
ア
ル
の
園
の
一
部
が
メ
ナ
ン
カ

ボ
の
園
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
河
が
あ
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ぷ
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も

り
、
サ
モ
ト
ラ
全
島
は
内
陸
部
で
こ
れ

きら
るの
か河
らに
で よ
あ(つ
る16て
。〉航

行
す
る

と
ヵ:
で

と
あ
る
。

、
ナ
ン
カ
バ
ウ
は
、

マ
ハ
サ
イ
列
王
俸
』

に
よ
れ
ば
、

ジ
ャ
ワ
の
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
園

現在スマトラの主要民族

の
中
部
ス
マ
ト
ラ
遠
征
に
封
し
、
闘
牛
戦
で

隻
方
が
決
着
を
つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
勝
利

し
た
ス
マ
ト
ラ
側
、が
そ
の
勢
い
で
ジ
ャ
ワ
軍

-117ー

を
追
放
し
、
「
そ
の
水
牛
が
闘
っ
た
地
が

宮
古
白
ロ
m
r与
田
口
〔
勝
利
し
た
水
牛
〕
と
今
日

地国表2

ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
に
そ

(

口

〉

の
名
稽
が
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

パ
サ
イ
に

と
っ
て
嘗
初
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
と
い
う
語
は、

ジ
ャ
ワ
の
影
響
力
よ
り
濁
立
し
た
ス
マ
ト
ラ

と
同
義
で
あ
っ
た
。

マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
の
影
響

力
よ
り
脱
し
た
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
地
の
王
ア

デ
ィ
テ
ィ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
は
、
中
部
ス
マ
ト

ラ
の
パ
ガ
ル
ル
ユ
ン
を
接
黙
と
し
て
、
中
部
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及
び
北
ス
マ
ト
ラ
内
陸
部
に
そ
の
勢
力
の
援
大
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
十
六
世
紀
初
め
に
お
い
て
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
は
、
上
の
如
く
バ
ル
ス
や

ア
ル
の
後
背
地
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

で
は
こ
う
し
た
元
来
他
稿
の
可
能
性
の
高
い
。
ガ
ヨ
。
ゃ
。
パ
タ
ッ
ク
ヘ

ま
た
ジ
ャ
ワ
よ
り
濁
立
し
た
ス
マ
ト
ラ
の
意
味
の
夕
、
ミ
ナ
ン
カ

パ
ウ
。
の
名
稿
が
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
今
日
の
ガ
ヨ
人
、
バ
タ
ッ
ク
人
、

ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
人
の
民
族
集
園
が
形
成
さ
れ
る
の
は
い
か
な
る

理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
衣
章
で
は
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
沿
岸
部
と
内
陸
と
の
開
を
介
在
し
た
人

々
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

近
世
前
夜
の
ス
マ
ト
ラ
と
一
一商
人
達
の
活
動

生
産
物
を
産
し
、

ス
マ
ト
ラ
島
は
熱
帯
降
雨
林
気
候
の
も
た
ら
す
豊
か
な
降
雨
に
よ
り
、
内
陸
部
で
龍
脳
、
安
息
香
、
沈
香
、
車
昔
、
銀
、
蘇
芳
な
ど
の
森
林

ま
た
金
、
鉛
、
銀
な
ど
の
鍍
物
資
源
も
産
し
た
。
こ
れ
ら
は
古
く
か
ら
貴
重
な
安
易
品
と
し
て
取
引
さ
れ
た
。
加
え
て
十
五

-118ー

世
紀
初
め
ま
で
に
胡
淑
栽
培
が
南
イ
ン
ド
の
マ
ラ
パ

l
ル
よ
り
導
入
さ
れ
、
北
ス
マ
ト
ラ
は
そ
の
主
要
産
地
と
な
り
、
パ
サ
イ
は
そ
の
職
出
港

と
し
て
笑
え
た
。

こ
う
し
た
商
品
取
引
に
は
古
く
か
ら
地
域
聞
を
往
来
す
る
商
人
達
が
闘
興
し
た
が
、

そ
の
中
で
近
世
前
夜
と
り
わ
け
重
要
で
あ
っ
た
も
の
の

一
つ
が
、

ベ
ン
ガ
ル
脅
を
介
し
て
近
接
す
る
南
イ
ン
ド
と
関
係
を
有
し
た
商
人
の
活
動
で
あ
る
。
南
イ
ン
ド
の
チ
ョ

l
ラ
朝
は
、
十
一
世
紀
に

ベ
ン
ガ
ル
湾
を
越
え
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周
漫
に
も
影
響
力
を
行
使
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
南
ス
マ
ト
ラ
を
中
心
に
マ
ラ
γ
カ
海
峡
域
に
君
臨
し
た
古

代
一帝
園
シ
ュ
リ

l
ヴ
ィ
シ
ャ
ヤ
の
勢
力
を
後
退
さ
せ
る
と
と
も
に
、
近
世
へ
向
け
海
域
と
内
陸
部
と
の
新
た
な
関
係
を
構
築
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。チ

ョ

l
ラ
の
首
都
タ
ン
、
シ
ョ
ー
ル
に
残
さ
れ
た
ラ

l
ジ
ェ

l
ン
ド
ラ
チ
ョ

l
ラ
デ
1
ヴ
ァ
一
世
の
一

O
二
五
年
の
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
遠
征
を
記

し
た
一

O
三
O
年
の
銘
刻
文
書
に
よ
る
と、

チ
ョ

l
ラ
軍
は
ま
ず
マ
レ

i
半
島
西
岸
の
ケ
ダ

l
に
擦
貼
を
設
け
、

シ
ュ
リ

l
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
(
パ



レ
ン
パ
ン
〉
、
パ
ネ
イ
、

マ
ラ
イ
l
ュ
l
ル
(
ジ
ャ
ン
ピ
)
、
ラ
ン
プ
リ
の
ス
マ
ト
ラ
主
要
港
市
を
制
匪
し
、
併
わ
せ
て
マ
レ

l
半
島
北
部
の
下
ピ

(

日

)

ニ
コ
パ
ル
諸
島
を
も
影
響
下
に
置
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
ラ
ー
ジ
ェ

l
ン
ド

ル
マ
の
港
市
や
半
島
東
岸
の
ナ
コ
ン
シ

l
タ
マ
ラ

l
ト、

ラ
チ
ョ

l
ラ
デ
1
ヴ
ァ
一
世
の
後
を
継
い
だ
ヴ
ィ

l
ラ
ラ
l
ジ
ェ

l
ン
ド
ラ
は
、

〈

悶

)

刻
文
書
は
主
張
し
て
い
る
。

一
O
六
八
年
再
び
ケ
ダ
l
に
遠
征
軍
を
涯
遣
し
た
と
王
の
銘

こ
う
し
た
チ
ョ

l
ラ
の
活
動
は
、
東
南
ア
ジ
ア
側
の
年
代
記
や
宗
教
施
設
、
碑
文
に
も
そ
の
影
響
を
と
ど
め
て
い
る
。

六
一
二
年
〕
〉
は
、

十
四
世
紀
末
に
マ
ラ
ヅ
カ
海
峡
の
中
央
部
に
マ
ラ
ヅ
カ
王
国
を
建
国
し
た
マ
レ

l
人
の
王
統
記

ω
&白
E
r
pE
a
E
(『
マ
レ

l
年
代
記
』

(河内
W

〕回同日}内向ロ向日

R
N
Z
-
w
aロ
曲
目
ロ
)

の
血
統
を
有
し
、

チ
ョ

l
ラ
王

(何回}同

王
闘
の
建
園
者
が
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

l
大
王

(

加

〉

(リ己
mE〉
の
子
孫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
河
内
ふ
問
。
巳
自
は
中
園
を
征
服
す
る
た
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
進
軍
し
た
際
、

海
に
潜
り
、
海
の
王
阿
川
旦
同
〉
骨
与
え
ア
〉
包
-
に
迎
え
ら
れ
、
彼
の
娘
と
結
婚
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
主
に
は
三
人
の
息
子
が
出
来
、
そ
の
三
人

に
、
次
男
は
北
ス
マ
ト
ラ
の
タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
ラ
の
主
に
、
三
男
ス
リ
日
ト
リ
H

プ
ア
ナ
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
越
え
、

シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
町
を
造

-119ー

は
海
中
か
ら
南
ス
マ
ト
ラ
の
パ
レ
ン
パ
ン
の
ブ
キ
ッ
ト
H

シ
グ
ン
タ
ン
に
降
臨
し
た
。
そ
し
て
長
男
は
中
部
ス
マ
ト
ラ
の
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
王

?
た
。
こ
の
ス
リ

u
ト
リ
H

プ
ア
ナ
の
曾
孫
が
マ
ラ
ッ
カ
の
地
に
移
り
、

マ
ラ
ッ
カ
王
園
を
建
国
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
『
マ
レ

1
年
代

記
』
は
、

マ
ラ
ッ
カ
を
始
め
ス
マ
ト
ラ
島
の
要
衝
の
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
と
タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
ラ
の
諸
王
が
い
ず
れ
も
チ
ョ
ー
ラ
王
の
子
孫
で
あ
る
と

唱
え
て
い
る
。

ま
た
上
述
し
た
ラ

I
ジ
ェ

I
ン
ド
ラ
チ
ョ

l
ラ
デ

I
ヴ
ァ
一
世
の
銘
刻
文
書
に
登
場
し
た
中
部
ス
マ
ト
ラ
の
パ
ネ
イ
の
附
近
の
パ
ダ
ン
H

ラ

ワ
ス
に
は
十
一
ー
ー
十
四
世
紀
の
ヒ
ン
ド
ヮ
・
傍
数
遺
跡
が
存
在
し
、
盟
国
H
O

切
島
田
-

H

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
始
め
彫
像
に
お
い
て
南
イ
ン
ド
の
作

(

忽

〉

風
の
強
い
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
遺
跡
の
う
ち
ポ
ル
ラ
ッ
ク
"
ド
ロ
ッ
ク
に
は
二
二
三
年
の
年
競
が
入
っ
た
南
イ
ン
ド
系

(
m
μ
)
 

文
字
に
よ
る
数
行
の
銘
刻
が
存
在
す
る
。
そ
の
他
北
ス
マ
ト
ラ
の
龍
脳
の
産
地
周
迭
で
も
南
イ
ン
ド
出
身
の
一
商
人
達
の
活
動
が
活
性
化
し
、
パ
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ル
ス
の
近
郊
の
ロ
プ
日
ト
ゥ
ア
に
残
っ
た
タ

ミ
ル
語
碑
文
に
は
、

一
O
八
八
年
に
タ
ミ
ル
商
人
ギ
ル
ト
が
そ
の
地
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
記
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(
お
)

さ
れ
て
い
る
。

チ
ョ

l
ラ
王
園
は
十
二
世
紀
後
牢
に
表
、
退
し
、
十
三
世
紀
に
は
滅
亡
す
る
が
、
十
三
・
十
四
世
紀
の
南
イ
ン
ド
は
東
西
航
路
の
接
貼
の
役
割

(
川
品
)

を
措
い
績
け
、
ス
マ
ト
ラ
島
と
の
支
流
は
そ
の
後
も
繕
績
し
た
。
先
に
述
べ
た
パ
ダ
ン
H

ラ
ワ
ス
の
ポ
ル
ラ
ッ
ク
H

ド
ロ
ッ
ク
の
=
二
三
年

を
示
す
南
イ
ン
ド
系
文
字
の
刻
文
の
他
、

ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
王
ア
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
の
一
三
七
五
年
の
パ
ン
ダ
ル
M

バ
パ
ハ
ヅ
ト
の
碑

文
に
は
、
左
側
に
ス
マ
ト
ラ
濁
特
の
襲
形
古
代
ジ
ャ
ワ
文
字
に
よ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
韻
文
が
、
右
側
に
は
南
イ
ン
ド
の
グ
ラ
ン
タ
文
字

を
使
用
し
て
同
じ
内
容
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。

ク
ロ
ム
に
よ
れ
ば
、
住
民
の
中
に
古
代
ジ
ャ
ワ
文
字
が
誼
め
ず
、
南
イ

(

お

〉

ン
ド
の
グ
ラ
ン
タ
文
字
の
み
を
解
す
る
相
嘗
な
数
の
住
民
が
い
た
こ
と
を
示
す
と
し
て
い
る
。

ま
た
『
パ
サ
イ
列
王
俸
」
や
『
マ
レ

1
年
代
記
』
も
、

ス
マ
ト
ラ
が
十
三
世
紀
以
降
も
南
イ
ン
ド
と
緊
密
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
を
語
っ
て

い
る
。

『
パ
サ
イ
列
王
停
』
に
よ
れ
ば
、

パ
サ
イ
の
初
代
王
メ
ラ
日
シ
ル

(ω
己
g
ロ
亘
弘
子
巳

ω也
市
「
〔
一
二
九
七
年
波
〕
)
は
、
南
イ
ン
ド
の
マ

-120ー

出
身
の
イ
ス
マ
イ
ル
に
導
か
れ
て
、

ラ
パ
!
ル
を
経
由
し
て
そ
の
地
の
王
位
を
捨
て
修
業
者
と
な
っ
た
マ
ラ
パ

l
ル
人
の
元
王
族
に
と
も
な
わ
れ
て
パ
サ
イ
に
や
っ
て
来
た
メ
ッ
カ

(

お

)

イ
ス
ラ

l
ム
に
入
信
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
マ
レ

1
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
マ
イ
ル
は
ま
ず

を
改
宗
さ
せ
、

ア
ル
、
プ
ル
ラ
ク
を
経
由
し
て
そ
れ
ら
の
人
々

(
幻
)

そ
し
て
サ
ム
ド
ラ
(
パ
サ
イ
)
に
や
っ
て
来
て
メ
ラ
H

シ
ル
を
改
宗
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
プ
ル
ラ
ク
及
び
パ
サ
イ
は
既
に
述

パ
ル
ス
に
赴
き
人
々
を
イ
ス
ラ

l
ム
に
改
宗
さ
せ
た
後
、
同
じ
く
北
ス
マ
ト
ラ
の
ラ
ン
プ
リ
、

ベ
た
よ
う
に
、

十
三
世
紀
終
り
の
マ
ル
コ
H

ポ
1
ロ
や
十
四
世
紀
中
葉
の
イ
プ
ン
H

パ
ト
ヮ

l
タ
の
記
述
か
ら
住
民
が
イ
ス
ラ

l
ム
に
改
宗
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
し
、
十
五
世
紀
初
め
の
鄭
和
の
遠
征
に
参
加
し
た
馬
歓
に
よ
れ
ば
、

(

叩

品

)

教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
の
順
番
に
せ
よ
、
『
マ
レ

1
年
代
記
』
も
イ
ス
マ
イ
ル
は
マ
ラ
バ
ー
ル
経
由
で
や
っ
て
来
た
と
し
て

お
り
、
北
ス
マ
ト
ラ
の
イ
ス
ラ

l
ム
化
に
南
イ
ン
ド
が
重
要
な
役
割
を
捲
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ア
ル
、
ラ
ン
プ
リ
の
園
王
が
イ
ス
ラ
l
ム

そ
の
他
『
パ
サ
イ
列
王
停
』
に
は

メ
ラ
H

シ
ル
が
在
位
中
南
イ
ン
ド
よ
り
一
商
一
船
が
来
航
し
、

そ
の
船
か
ら
金
脈
を
探
る
能
力
を
有
す
る
と

(
m
m
〉

七
つ
の
金
脈
を
掘
り
嘗
て
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
メ
ラ

u
シ
ル
か
ら
四
代
目
の
ス

自
稿
す
る
一
人
の
山
師
が
彼
の
も
と
に
や
っ
て
来
、



(

m
叩

)

ル
タ
ン
H

ア
フ
マ
ッ
ド
の
も
と
に
、
南
イ
ン
ド
出
身
の
ヨ
ガ
の
行
者
が
滞
在
し
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
そ
の
他
ス
ル
タ
ン
H

ア
フ
マ
ッ
ド
の

(
市
山
〉

息
子
が
南
イ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
来
た
四
剣
士
と
針
決
し
、
彼
ら
を
、
退
去
さ
せ
た
話
も
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
『
パ
サ
イ
列
王
停
』
の
記
述
は
、

必
ず
し
も
事
責
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
が
、
十
三
・
十
四
世
紀
嘗
時
の
北
ス
マ
ト
ラ
と
南
イ
ン
ド
と
の
受
流
の
一
局
面
を
表
現
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
は
イ
ス
ラ

l
ム
修
業
者
、
山
師
、

ヨ
ガ
の
行
者
、
武
事
者
い
ず
れ
も
遊
行
・
移
動
す
る
人
々
で
あ
る
。

こ
う
し
た
南
イ
ン
ド
出
身
者
は
、

ス
マ
ト
ラ
島
の
内
陸
部
に
お
け
る
一
商
業
活
動
網
を
蹟
大
さ
せ
る
一
役
を
措
う
こ
と
と
な
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
十
一
世
紀
終
り
に
パ
ル
ス
附
近
に
タ
ミ
ル
喬
一
人
ギ
ル
ド
が
存
在
し
た
が
、
彼
ら
の
活
動
は
港
市
附
近
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
。
北
ス
マ
ト

ラ
の
内
陸
部
は
龍
脳
や
安
息
香
、
金
の
産
地
で
あ
り
、
パ
ル
ス
を
始
め
パ
サ
イ
、

プ
ル
ラ
ク
、

ラ
ン
ブ
リ
、

ア
ル
等
の
港
市
は
後
背
地
と
の
商

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
必
要
と
し
た
。

現
在
カ
ロ
高
原
を
中
心
に
居
住
す
る
パ
タ
ヅ
ク
人
の
一
支
族
カ
ロ

u
バ
タ
ッ
ク
人
の
シ
ン
ビ
リ
ン
氏
族
の
う
ち
に
、
祖
先
の
出
身
が
南
イ
ン

ド
(
回
巾
ロ
戸
当
mw

同
市
ロ
ロ
ぬ
〉
で
あ
る
と
唱
え
、

(

位

)

名
を
保
持
し
た
集
圏
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族
名
は
、
イ
ン
ド
の
地
名

((vos-
司
自
門
凶
百
〔
デ
カ
ン
の
王
圏
、
宮
巳
毛
色
白
日
〔
呂
田
-
与
問
〕
)

や
バ
ラ
モ
ン
、
同
ν
由
巳
同
三
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
ロ
告
白
巳
は
定
設
な
し
〉
。
彼
ら
が
南
イ
ン
ド
出
身
者
の
末
喬
で
あ
る
確
謹
は
な

い
が
、
そ
れ
を
意
識
し
た
集
圏
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
。
。
ロ
p

】

ν
白ロ円山
H
P
Z巾
-
S
F
の
氏
族
名
は
、
か
つ
て
そ
れ
ら
の
地
と
の
閥

(

お

)

係
を
唱
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
彼
ら
の
停
承
は
、
彼
ら
の
粗
先
、
が
パ
ル
ス
及
び
シ
ン
ケ
ル
の
後
背
地
パ
ク
パ
ク
地
区
に
居

(

斜

)

住
し
、
そ
の
後
カ
ロ
高
原
へ
も
活
動
網
を
旗
大
し
た
と
す
る
。

カ
ロ
高
原
は
、
十
三
l
十
六
世
紀
に
隆
盛
し
た
ア
ル
王
園
が
存
在
し
た
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
岸
の
後
背
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ル
王
園
の
主
要
港

市
で
あ
っ
た
コ
タ
チ
ナ
や
ベ
ラ
ワ
ン
で
は
、

。o-3・
H
U

白ロ仏
-
P
γ
向巾口問
-mHU

口
問
問
)
阻

EW

∞巾
EYH出
回
口

P

pw-問
看
』
等
の
タ
ミ
ル
語
系
の
氏
族

-121ー

一
九
七
二
年
及
び
七
九
年
の
護
掘
調
査
に
よ
り
シ
ヴ
ァ
紳
の
洞
と
併
教
の
洞
が
護
見
さ
れ
、
後
者

121 

の
跡
よ
り
後
期
チ
ョ

I
ラ
時
代
(
十
二
・
十
コ
一
世
紀
)
の
併
像
と
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
像
が
護
掘
さ
れ
、
像
は
南
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
岩
に
刻
ま

(
間
山
)

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
他
南
イ
ン
ド
系
の
赤
色
陶
器
の
破
片
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
ア
ル
が
南
イ
ン
ド
と
緊
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密
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ル
の
後
背
地
の
カ
ロ
高
原
の
交
通
路
の
要
衝
デ
リ
川
ト
ゥ
ア
や
シ
ブ
ラ
ヤ
か
ら
は
宋
代
、

元
代
の
陶
器
が
出
土
し
、

ア
ル
と
後
背
地
と
の
開
係
を
語
っ
て
い
る
。

西
岸
の
パ
ル
ス
や
シ
ン
ケ
ル
ら
と
東
岸
の
ア
ル
、
パ
サ
イ
と
の
聞
を
絡
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

パ
ル
ス
と
ア
ル
や
パ
サ
イ
が
後
背
地
を
介
し
て
い
つ
頃
か
ら
緊
密
な
交
流
を
始
め
た
の
か
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
初
め

こ
う
し
た
内
陸
部
の
商
業
活
動
網
の
進
展
は
、

に
ピ
レ
ス
が
来
航
し
た
時
に
は
、
パ
サ
イ
と
ア
ル
の
東
岸
と
パ
ル
ス
や
シ
ン
ケ
ル
、
ダ
ヤ
の
西
岸
の
港
市
と
が
内
陸
を
介
し
て
産
品
を
往
来
さ

(
鉛
〉

せ
て
い
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
サ
イ
に
は
十
五
世
紀
初
め
ま
で

に
南
イ
ン
ド
の
マ
ラ
パ

l
ル
よ
り
胡
淑
が
移
植
さ
れ
た
が
、
そ
の
栽

培
は
コ
ン
テ
ィ
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
一
四
三
五
年
に
は
西
岸
の
バ
タ
の
地
(
ダ
ヤ
附
近
)
や
ピ
レ
ス
の
記
述
に
よ
る
と
、

シ
ン
ケ
ル
附
近
に

も
蹟
大
し
た
。

マ
ラ
パ

l
ル
よ
り
移
植
さ
れ
た
胡
淑
が
東
西
雨
岸
の
後
背
地
で
栽
培
を
擁
大
し
、

か
つ
南
岸
の
産
品
、
が
内
陸
を
介
し
て
往
来
し

た
こ
と
は
、
内
陸
部
で
活
動
し
た
南
イ
ン

ド
と
関
係
を
有
し
た
一
商
一
人
達
の
役
割
が
少
な
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ミ
ナ
ソ
カ
バ
ウ
の
パ
ガ
ル
ル
ユ
ン
王
朝
の
撞
頭
は
、
中
部
ス
マ
ト
ラ
と
北
ス
マ
ト
ラ
と
を
内
陸
部
に
お
い
て
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
け
る
こ
と

-122ー

と
な
る
。

『
パ
サ
イ
列
王
俸
』
は
、
前
に
も
燭
れ
た
よ
う
に
、
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
マ

ジ
ャ
パ

ヒ
ト
に
射
す
る
勝
利
の
記
述
で
結
び
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
北
ス
マ
ト
ラ
の
港
市
パ
サ
イ
が
、
中
部
ス
マ
ト
ラ
内
陸
部
に
お
け
る

ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
勢
力
の
撞
頭
を
讃
え
た
こ
と
を
意
味
し
て

ア
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
に
始
ま
る
パ
ガ
ル
ル
ユ
ン
王
家
は
、
北
ス
マ
ト
ラ
の
内
陸
部
に
も
影
響
力
を
抜
大
し
、
ト
バ
湖
周
遊
地
域

L
る
。

で
は
、

ア
チ
ェ
の
影
響
力
が
及
ぶ
以
前
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
か
ら
や
っ
て
来
た
人
々
が
東
岸
後
背
地
の
金
の
産
地
で
あ

っ
た
ラ
ン
カ
ッ
ト
内
陸
部
や

を タ
樹ナ
立 11

しジ
たャ
侍 ワ
承ま
を た
有西
し 岸
て の
し、(ハ

る37ル
。)ス

到
達
し

そ
れ
ら
の
地
の
支
配
者
に
な
る
ま
で
に
、

周
港
内
陸
地
域
の
人
々
と
接
鯛
し
、
緊
密
な
開
係

十
三
十
六
世
紀
初
め
の
ス
マ
ト
ラ
は
、

イ
ス
ラ

l
ム
、
南
イ
ン
ド
系
、

ジ
ャ
ワ
系
、

ス
マ
ト
ラ
在
来
の
諸
文
化
が
混
在
ま
た
混
治
し
た
朕

況
を
呈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
南
イ
ン
ド
出
身
者
及
び
そ
の
影
響
を
受
け
た
人
々
は
北
ス
マ
ト
ラ
で
康
範
に
活
動

し
て
い
た
し
、

『
マ
レ

1
年
代
記
』
は
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
王
も
チ
ョ

l
ラ
王
の
子
孫
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
一
二
七
五
年
に
は
ジ
ャ
ワ
の
シ
ン



ガ
サ
リ
王
朝
の
ク
ル
タ
ナ
l
ガ
ラ
王
が
パ
マ
ラ
ユ
と
稽
す
る
遠
征
を
南
ス
マ
ト
ラ
に
劃
し
て
行
な
い
、

さ
ら
に
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
朝
も
十
四
世

紀
の
中
葉
に
中
南
部
を
中
心
に
ス
マ
ト
ラ
島
を
一
時
影
響
下
に
置
い
た
。

し
た
が
っ
て
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
シ
ン
ガ
サ
リ
、

マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
期
の

プ
ヅ
ダ
・
シ
ヴ
ァ
を
融
合
し
た
密
教
信
仰
が
、

ス
マ
ト
ラ
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
前
に
述
べ
た
パ
ダ
ン
H

ラ
ワ
ス
の
ヒ
ン
ド
ヮ
・
併
数
寺
院

に
は
、
南
イ
ン
ド
か
ら
の
影
響
と
同
時
に
ジ
ャ
ワ
の
密
教
信
仰
が
も
た
ら
さ
れ
、

(

叩

拘

)

ル
カ
が
杷
ら
れ
た
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
ス
ロ
ソ
の
石
碑
は
、
ジ
ャ
ワ
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
っ
た
ア
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
が
へ
ル
カ
瞳
奔

盟問
H
O

切
与
と
口
の
寺
院
に
は
そ
の
一
涯
の
崇
奔
す
る
へ

を
行
な
い
、
解
脱
の
成
就
者
と
し
て
聖
別
儀
櫨
を
執
り
行
な
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
お
り
、
パ
ガ
ル
ル
ユ
ン
王
家
が
密
教
信
仰
の
信
奉
者
だ
っ

(
叩
抑
)

た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
海
岸
部
に
イ
ス
ラ

l
ム
が
績
が
っ
て
い
く
一
方
で
、

ス
マ
ト
ラ
の
内
陸
部
で
は
南
イ
ン
ド
系
、

J
J
J

ャ
ワ

系
、
在
来
の
諸
文
化
の
混
治
し
た
賦
況
が
進
展
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

十
五
・
十
六
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
易
活
動
の
活
性
化
は
、
港
市
と
内
陸
と
を
往
来
す
る
商
人
の
活
動
を
活
設
に
し
た
。
そ
の
一

因
と
な
っ
た
胡
板
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
十
五
世
紀
に
は
パ
サ
イ
を
始
め
パ
夕
、

シ
ン
ケ
ル
の
地
で
も
栽
培
が
な
さ
れ
、
十
六
世
紀
に
は
ス

-123ー

マ
ト
ラ
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
の
栽
培
の
中
心
地
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
中
央
部
に
位
置
し
た
マ
ラ
ッ
カ
は
、
東
西

海
洋
交
易
の
中
縫
港
と
し
て
十
五
世
紀
よ
り
繁
栄
し
始
め
、
パ
サ
イ
を
始
め
と
す
る
ス
マ
ト
ラ
東
岸
の
港
市
を
介
し
て
内
陸
部
の
胡
板
や
金
等

を
集
荷
し
た
。
十
六
世
紀
初
め
に
マ
ラ
ッ
カ
を
訪
れ
た
ピ
レ
ス
は
、

(
州
制
〉

か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
そ
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

「
マ
ラ
ッ
カ
の
支
配
者
と
な
る
者
は
ヴ
ェ
ネ
ザ
(
ベ
ネ
チ
ア
)
の
喉
に
手
を

こ
う
し
て
ス
マ
ト
ラ
島
で
は
南
イ
ン
ド
系
商
人
や
パ
サ
イ
商
一
人
、

ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
一
商
人
が
活
動
を
活
性
化
し
、
贋
く
内
陸
部
に
一
商
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
め
ぐ
ら
せ
た
。
ま
た
マ
ラ
ッ
カ
を
中
心
と
し
て
マ
レ

l
人
一
商
人
達
も
ス
マ
ト
ラ
沿
岸
部
と
の
関
係
を
緊
密
に
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の

存
在
を
介
し
て
そ
れ
ま
で
主
に
港
市
居
住
民
や
外
来
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
内
陸
居
住
民
に
劃
す
る
名
稽
が
、
蛍
該
の
住
民
自
身
に
込
意
識

さ
れ
始
め
る
。
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一
五
三
九
年
六
月
に
マ
ラ
ヅ
カ
〈
一
五
一
一
年
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
占
領
〉
に
到
着
し
た
メ
ン
デ
ス
H

ピ
ン
ト
は
、
北
ス
マ
ト
ラ
で
イ
ス
ラ

l
ム
新
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輿
園
ア
チ
ェ
と
抗
争
し
て
い
た
バ
タ
主
の
使
節
が
王
の
手
紙
を
携
え
、

(

H

U

)

 

の
手
紙
の
中
で
バ
タ
王
は
以
下
の
如
く
述
、
べ

て
い
る
。

マ
ラ
ッ
カ
の
司
令
官
に
援
助
を
求
め
て
来
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
そ

(
前
略
)
:
・
:
余
こ
と
、

ハ
タ
人
の
王
ア
ン
ジ
ェ
シ
リ

・
テ
ィ
モ
ラ
ジ
ャ
は

も
し
余
の
ラ

ン
シ

ャ
ラ
船
と
ジ

ュ
ル

パ
ン
コ
船
が
ど

の
方
角
を
も
安
全
に
航
海
し
う
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
誠
意
の
し
る
し
と
し
て

貴
下
の
手
に
な
る
通
行
置
を
護
行
し
て
下
さ
る
な
ら

ば
、
貴
下
の
友
情
を
今
新
た
に
欲
し
、
我
が
園
土
の
作
物
で
貴
下
の
部
下
を
富
ま
せ
る
た
め
に
、
新
た
な
交
易
で
金
、
胡
板
、

樟
脳
(
龍

脳
〉
、
伽
羅
、
沈
香
で
貴
下
と
余
の
王
の
税
闘
を
満
た
さ
ん
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
:
:
:
(
後
略
)
:
:
:
〔(

)
内
は
引
用
者
〕

こ
れ
ま
で
金
や
龍
脳
、
胡
淑
を
産
し
な
が
ら
も
、
好
戦
的
、
食
人
、
野
轡
の
語
を
伴
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
バ

タ
に
射
し
、
こ
こ
で
は
相
互
の

「誠
意
」
「
友
情
」
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
易
相
手
と
し
て
魅
力
あ
る
「
バ
タ
人
の
王
」
を
唱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
司
令
官
と
バ
タ
王
と
の
交
渉
を
仲
介
し
た
の
は
、
マ
ラ

ッ
カ
出
身
の
マ
レ

l
人
商
人
で
あ

っ
た
。

が
、
沿
岸
部
と
の
往
来
が
活
設
に
な
っ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
般
に
沿
岸
港
市
と
内
陸
部
と
の
閲
係
が
安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る

-124ー

ガ
ヨ
や
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
に
閲
し
て
首
一該
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
名
穏
を
認
識
し
た
の
か
史
料
が
な
い
の

で
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

う
ち
は
、
内
陸
住
民
が
自
己
の
姿
を
特
に
規
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、
雨
者
の
結
び
つ
き
が
麗
容
し
た
と
き
、
内
陸
部
は
新
た
な
欣
況
下
で
港

市
と
の
関
係
を
通
し
て
自
己
の
世
界
を
再
構
築
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ス
マ
ト
ラ
島
に
お
い
て
そ
う
し
た
閥
係
の
媛
容
を
生
み
出
す
の
が
、

上
で
燭
れ
た
ア
チ
ェ
の
撞
頭
と
そ
の
背
景
と
な
る
東
西
海
洋
交
易
活
動
の
襲
化
で
あ
る
。

四

ア
チ
ェ
の
撞
頭
と
後
背
地
と
の
関
係
の
嬰
容

上
述
し
た
よ
う
に
東
西
海
洋
交
易
に
お
け
る
胡
淑
を
始
め
と
す
る
香
辛
料
の
需
要
の
高
ま
り
は
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
商
業
活
動
を

活
性
化
さ
せ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
先
頭
と
す
る
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
人
の
ア
ジ
ア
交
易
へ
の
参
入
も
、
こ
う
し
た
朕
況
下
で
起

っ
た
。

一
五

O
九
年
に

嘗
時
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
中
縫
港
と
な
っ
て
い
た
マ
ラ
ッ
カ
を

-初
め
て
訪
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、

一
五
一
一
年
八
月
マ
ラ
ッ
カ
を
軍
事
占
領



し
た
。
そ
し
て
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
、
カ
リ
カ
ッ
ト
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ
に
も
嬢
駐
を
設
け
、

(
必
)

濁
占
取
引
を
試
み
た
。
ま
た
マ
ラ
ッ
カ
に
寄
港
す
る
船
舶
に
高
額
の
関
税
を
課
し
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
香
辛
料
の

一
五
二
一
年
に

は
北
ス
マ
ト
ラ
の
ベ
デ
ィ
ル
、
パ
サ
イ
を

も
占
領
し
た
。

こ
れ
に
劃
し
、

イ
ス
ラ

l
ム
一
商
人
達
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
高
関
税
と
濁
占
交
易
睦
制
に
反
渡
し
た
。
そ
の
代
表
は
、
十
五
世
紀
以
降
西
ア
ジ
ア

と
東
南
ア
ジ
ア
と
を
絡
ぐ
交
易
活
動
の
中
極
を
携
い
、

る
。
彼
ら
の
多
く
が
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
避
け
、

ホ
ル
ム
ズ
や
イ
ン
ド
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
劃
立
関
係
に
あ
っ
た
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
商
人
で
あ

イ
ン
ド
洋
か
ら
ス
マ
ト
ラ
西
海
岸
を
逼
り
ス
ン
ダ
海
峡
へ
抜
け
る
ル

l
ト
を
活
用
し
始
め
た。

(

必

)

ス
マ
ト
ラ
北
端
の
ア
チ
ェ
が
代
っ
て
イ
ス
ラ

l
ム
商
人
を
引
き
つ
け
繁
楽
す
る
港
市
と
な
っ
た
。

手
し
た
。

一
五
二
一
年
に
ピ
デ
ィ
ェ
、

一
五
二

0
年
代
以
降
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
反
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
の
代
表
的
存
在
と
な
っ
た
。
ア

周
遊
内
陸
部
の
胡
叡
や
森
林
生
産
物
を
験
出
す
る
港
市
を
直
接
的
影
響
下
に
置
く
こ
と
に
着

(

必

)

一
五
三
九
年
ま
で
に
ダ
ヤ
、
パ
ル
ス
も
影
響
下
に
置
い
た
。
ま
た
周
退
後
背
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十
五
世
紀
終
り
に
成
立
し
た
ア
チ
ェ
は
、

チ
ェ
は
イ
ス
ラ
!
ム
商
人
を
引
き
つ
け
る
た
め
、

一
五
二
四
年
に
パ
サ
イ
、

地
へ
も
勢
力
の
旗
大
を
は
か
り
、
パ
タ
王
園
や
ア
ル
と
も
抗
争
朕
態
に
陥
っ
た
。
先
の
一
五
三
九
年
六
月
に
マ
ラ
ッ
カ
を
訪
れ
た
ピ
ン
ト
が
述

ベ
た
パ
タ
王
の
使
節
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
司
令
官
の
も
と
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
こ
う
し
た
朕
況
下
で
あ
?
た
。

ピ
ン
ト
の
記
述
に
よ
る
と
、

(
必
〉

に
オ
ス
マ
ン
H

ト
ル
コ
よ
り
三
百
人
の
ト
ル
コ
人
兵
士
と
数
門
の
大
砲
を
胡
搬
の
返
瞳
に
受
取
っ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
武
力
及
び
パ
サ

イ
を
占

ア
チ
ェ
は
遅
く
と
も
一
五
三
四
年
ま
で
に
オ
ス
マ
ン

u
ト
ル
コ
と
直
接
交
易
に
乗
り
出
し
、

一
五
三
九
年
ま
で

領
し
た
際
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
残
し
た
火
器
、が
、
北
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
ア
チ
ェ
の
優
位
を
保
護
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
劃
抗
す
る
た
め
パ
タ

王
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
に
使
節
を
迭
り
、
弾
薬
の
援
助
を
申
し
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
ラ
γ
カ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
司
令
官
は
パ
タ
王
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
火
薬
筒
百
本
、
火
箭
、
花
火
を
使
節
に
渡
し
た
。
こ
う
し
て
パ
タ
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関
係
の
あ
っ
た
ス
マ
ト
ラ
東
岸
の
イ
ン
ド
ラ
ギ
リ
人
、

王
は
ア
チ
ェ
と
封
戟
す
る
こ
と
と
な
り
、
彼
の
側
に
は
そ
れ
ま
で
北
ス
マ
ト
ラ
に
一
商
業
網
を
有
し
た
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
や
マ
ラ
ッ
カ
と
緊
密
な

(

必

)

ジ
ャ
ン
ビ
人
ら
が
援
軍
と
し
て
参
加
し
た
。
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一
方
、
ア
チ
ヱ
に
は
反
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
掲
げ
る
イ
ス
ラ

l
ム
勢
の
ト
ル
コ
人
、
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
人
、

(

円

引

)

れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
北
ス
マ
ト
ラ
の
諸
港
市
と
緊
密
な
闘
係
を
有
し
た
マ
ラ
パ
l
ル
人
イ

ス
ラ

l
ム
教
徒
が
、
南
イ
ン
ド
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

マ
ラ
パ

l
ル
人
が
援
軍
と
し
て
汲
遣
さ

の
活
動
に
封
抗
す
る
た
め
、

こ
こ
で
は
ア
チ
ェ
側
に
興
し
た
。
北
ス
マ
ト
ラ
で
活
動
し
て
き
た
南
イ
ン
ド
と
関
係
を
有
し
た
人
々
と
南
イ
ン
ド

と
の
直
接
的
繋
が
り
は
紹
た
れ
た
。

戦
闘
は
ア
チ
ェ
の
中
心
地
附
近
で
な
さ
れ
た
が
、
兵
力
と
火
器
に
ま
さ
る
ア
チ
ェ
は
パ
タ
王
の
攻
撃
を
退
け
た
。
ピ
ン
ト
は
、
こ
れ
に
よ
り

(

必

)

パ
タ
王
が
接
滅
的
打
撃
を
蒙
っ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
ピ
ン
ト
は
、
パ
タ
王
と
の
戦
い
に
勝
利
し
た
ア
チ
ェ
が
、
新
た
に
涯
遣
さ
れ
た
ト
ル
コ
人
援
軍
ら
と
と
も
に
ア
ル
を
襲
撃
し
た
こ
と
を

(
必
)

記
し
て
い
る
。
兵
力
、
海
軍
力
、
火
器
に
ま
さ
る
ア
チ
ェ
は
艦
隊
を
率
い
て
ア
ル
の
町
を
六
日
聞
に
わ
た
っ
て
大
砲
で
攻
撃
し
た
。
ア
チ
ェ
軍

に
は
こ
の
際
も
ト
ル
コ
人
の
他
、

マ
ラ
パ

1
ル
人
、

グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
人
ら
が
加
わ
っ
て
い
た
。

ア
ル
側
は
寡
兵
で
あ
り
か
つ
装
備
も
劣
っ
た
の
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で
、
締
崩
れ
と
な
り

ア
ル
王
も
殺
さ
れ
た
。

ア
ル
は
こ
う
し
て
ア
チ
ェ
の
勢
力
下
に
入
っ
た
が
、
逃
亡
し
た
ア
ル
王
の
妻
は
、

ジ
ョ
ホ

l
ル
王
の
支
援
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

ジ
ョ
ホ

ー
ル
王
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
追
放
さ
れ
た
マ
ラ
ッ
カ
王
室
の
一
族
で
あ
り
、
奮
マ
ラ
ッ
カ
同
様
こ
の
港
市
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
岸
の
港
市
を
介
し

て
ス
マ
ト
ラ
島
と
緊
密
な
関
係
を
有
し
て
お
り

ア
チ
ェ
の
勢
力
披
大
に
劉
抗
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ホ

l
ル
の
支
援
に
よ
り
、

ア
ル
は
ア
チ

ェ
軍
を
退
け
、

一
五
六
四
年
に
再
び
ア
ル
を
攻
般
干
し
て
占
領
し
、

(
印
)

(
ア
ラ
ウ
ッ
デ
ィ
ン
H

リ
ア
ヤ
ッ
ト
日
シ
ャ
l
)

の
息
子
を
そ
の
地
の
統
治
者
に
据
え
た
。
ま
た
同
じ
ス
ル
タ
ン
の
統
治
期
(
一
五
三
七
l
一
五
七
一
)

王
園
を
再
興
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
だ
が
ア
チ
ェ
は
、

ア
チ
ェ
の
ス
ル
タ
ン

に
ア
チ
ェ
は
、

さ
ら
に
中
部
ス
マ
ト
ラ
西
岸
の
金
と
胡
阪
の
積
出
港
バ
リ
ア
マ
ン
を
影
響
下
に
置
き
、
同
じ
く
息
子
の
一
人
を
統
治
者
に
据
え

h
-
0
 

4
h
 そ

の
後
の
後
縫
者
の
ス
ル
タ
ン
達
は
宮
廷
内
の
抗
争
に
よ
り
短
期
間
の
統
治
者
が
し
ば
ら
く
績
い
た
が
、
十
六
世
紀
終
り
か
ら
十
七
世
紀
前

b
f
に
至
り

ス
ル
タ
ン
を
中
心
と
す
る
集
権
瞳
制
が
確
立
し
、

そ
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
特
に
十
七
世
紀
前
牛
に
在
位
し
た
イ
ス
カ
ン
ダ
ル



同
じ
く
内
陸
部
に
金
や
胡
叡
の
産
地
を
有
す
る
西
岸
の
港
市
テ
ィ
ク
、
サ
リ
ダ
、

(

日

〉

イ
ン
ド
ラ
プ
ラ
に
ア
チ
ェ
か
ら
代
官
を
三
年
安
替
で
涯
遣
し
、
交
易
活
動
を
巌
重
な
統
制
下
に
置
い
た
。
ま
た
東
岸
で
は
十
六
世
紀
終
り
に
再

H

ム
ダ
三
六

O
七
l
一
六
一
三
ハ
)
は
、

ハ
リ
ア
マ
ン
の
他
、

び
ジ
ョ
ホ

l
ル
の
支
援
の
も
と
に
離
反
し
た
ア
ル
を
一
六
一
一
一
年
完
全
に
解
瞳
し
、
多
数
の
住
民
を
ク
タ
ラ
ジ
ャ
に
連
行
し
、

(

臼

)

響
力
を
南
の
ア
サ
ハ
ン
に
ま
で
擦
大
し
た
。
そ
し
て
一
六
二
ニ
年
に
は
ジ
ョ
ホ

l
ル
に
も
進
攻
し
、

さ
ら
に
そ
の
影

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
お
け
る
ア
チ
ェ
の
影
響

力
を
披
大
し
、

マ
レ
l
牟
島
の
ケ
ダ
l
、

ベ
ラ
、
パ
ハ
ン
を
も
服
属
さ
せ

こ
れ
ら
の
地
の
胡
板
取
引
を
監
督
下
に
置
い
た
。

ア
チ
ェ
は
さ
ら
に

ハ
サ
イ
や
ダ
ヤ

ハ
タ
の
後
背
地
の
タ
ワ
ル
湖
周
迭
に

北
・
中
部
ス
マ
ト
ラ
の
内
陸
部
に
も
影
響
力
を
行
使
し
た
。

「
四
首
長
」
(
問
問
看
巳
巳
巴

O
匂
伊
丹
〉
を
任
命
し
、
彼
ら
に
各
地
区
(
町
内
向
』ロ

E
る

を
代
表
す
る
権
威
を
保
障
す
る
代
わ
り
に
、
定
期
的
な
貢
納

(

臼

〉

を
義
務
づ
け
た
。
同
様
に
ア
ル
と
ア
サ
ハ
ン
の
後
背
地
に
あ
た
る
カ
ロ
地
区
や
シ
マ
ル
ン
グ
ン
地
区
で
も
「
四
首
長
」
(
列
ど
同
司
巾
H
m
B
官
三
カ

(
悦
〉

ロ
〕
・
何
回
』
田
口
由
。
明
記
丹
〔
シ
マ
ル
ン
グ
ン
〕
)
を
任
命
し
た
。
ア
チ
ェ
の
撞
頭
に
よ
り
、
港
市
と
後
背
地
と
の
闘
係
は
従
来
以
上
に
強
固
な
も
の
と

こ
う
し
て
ア
チ
ェ
は
、

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
H

ム
ダ
の
時
代
に
全
盛
期
を
迎
え
、

王
都
ク
タ
ラ
ジ
ャ
は
、
北
ス
マ
ト
ラ
の
在
住
民
を
始
め
、
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な
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
マ

ト
ラ
各
地
や
マ
レ

l
宇
島
よ
り
連
行
さ
れ
た
人
々
、

ー
ロ
ッ
パ
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
出
身
の
一商
人
ら
が
居
住
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
な
っ
た
。

一
ア
ス
や
ベ
ン
ガ
ル
、

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
出
身
の
隷
属
民
、

西
ア
ジ
ア
を
始
め
イ
ン
ド
、

ヨ

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
H

ム
ダ
の
時
代
に
作
成
さ
れ

た
『
ア
チ
ェ
年
代
記
』

(
E
Fミ
巳
〉

2
5
に
よ
れ
ば
、

り
も
そ
の
繁
築
を
讃
美
さ
れ
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
H

ム
ダ
(
「
若
き
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
」
〉
は
、
古
え
の
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
H

ズ
ル
カ
ル
ナ
イ
ン
〈
ア
レ
ク
サ

(

お

〉

ン
ダ
l
大
王
)
の
再
来
と
た
た
え
ら
れ
た
と
い
う
。

ア
チ
ェ
王
園
(
〉
n
m
y
U
曲目印
1ω
白

F
B
)
は、

オ
ス
マ
ン

u
ト
ル
コ
の
カ
リ
フ
よ

蛍
時
の
海
域
東
南
ア
ジ
ア
世
界
に
あ
っ
て
ア
チ
ェ
は
、

世
界
一帝
園
を
自
認
し
た
の
で
あ
司

蜘-。
+
h
 

1幻
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五

内
陸
農
業
空
間
と
「
土
着
民
」
の
創
出

港
市
は
、
港
に
産
物
や
食
糧
を
も
た
ら
す
内
陸
農
業
空
聞
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。

ア
チ
ェ
は
北

・
中
部
ス
マ
ト
ラ
の
港
市
・
後
背
地
関
係

を
従
来
以
上
に
緊
密
に
し
、
商
業
活
動
の
活
性
化
を
招
い
た
。
だ
が
、

ア
チ
ェ
自
髄
が
食
糧
を
他
地
域
か
ら
の
総
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、

ま
た
後
背
地
の
生
産
活
動
を
保
障
で
き
る
食
糧
を
港
市
が
内
陸
部
に
供
給
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
以
上
、

ア
チ
ェ
の
隆
盛
は
、

内
陸
部
に
高
度
に
食
糧
生
産
の
可
能
な
場
所
を
現
出
せ
し
め
る

こ
と
と
な
る
。
北

・
中
部
ス
マ
ト
ラ
に
お
い
て
、

ト
バ
湖
畔
、
河
川
盆
地
が
多

い
カ
ロ
高
原
、

タ
ワ
ル
湖
周
遊
、
中
部
ス
マ
ト
ラ
の
ム
ラ
ピ
山
の
ふ
も
と
の
高
地
盆
地
は
、

そ
う
し
た
可
能
性
を
有
す
る
地
で
あ
っ
た
。

カ
ロ
高
原
に
二
十
世
紀
初
め
に
居
住
し
て
い
た
カ
ロ
H

パ
タ
ッ
ク
族
の
停
承
を
研
究
し
た
ノ
イ
マ
ン
は
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
西
岸
の
シ
ン

ケ
ル
の
後
背
地
か
ら
ト
パ
湖
周
過
を
経
由
し
て
カ
ロ
地
区
に
や
っ

て
来
た
と
い
う
俸
承
を
有
し
て
お
り
、

世
代
数
(
一
世
代
を
二
十
五
|
一一一十年

(

日

山

)

を
考
慮
し
て
彼
ら
の
多
く
が
一
六

O
O
|
一
六
五

O
年
の
時
期
に
こ
の
地
区
に
や
っ
て
来
た
も
の
と
し
た
。

現
在
カ
ロ
H

バ
タ
ッ
ク
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で
計
算
)

族
は
、

カ
ロ
H

カ
ロ
、

タ
リ
ガ
ン
、

ギ
ン
テ
ィ
ン
、

プ
ル
ア
ギ
ン
H

ア
ギ
ン
、

シ
ン
ビ
リ
ン
の
五
氏
族
か
ら
成
る
。
東
西
雨
海
岸
聞
の
往
来
は

前
述
し
た
よ
う
に
近
世
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

ア
チ
ェ
に
よ
る
胡
取
の
生
産
地
で
あ
っ
た
パ
タ
王
園
の
解
瞳
や
西
岸
部
の

制
匪
及
び
内
陸
農
業
空
間
の
必
要
性
が
、
こ
う
し
た
移
住
に
拍
車
を
か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
移
動
者
の
う
ち
そ
の
多
く
が
最
後
に

カ
ロ
高
原
に
定
着
す
る
に
至
り

こ
の
地
匿
に
康
範
固
に
散
在
す
る
の
が
前
に
も
述
、
ベ
た
シ
ン
ビ
リ
ン
氏
族
で
あ
る
。
彼
ら
の
俸
承
は
、

台、

ず〉

象
に
見
せ
か
け
献
納
し
た
と
こ
ろ
傑
物
と
わ
か
り
、

て
ア
チ
ェ
と
封
立
闘
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
時
ア
チ
ェ
の
ス
ル
タ
ン
に
米
粉
で
染
め
た
水
牛
を
本
物
の
白

(
貯

〉

ス
ル
タ
ン
の
怒
り
を
買
い
、
逃
げ
落
ち
て
カ
ロ
高
原
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
。

こ
の
シ
ン
ビ
リ
ン
氏
族
を
始
め
カ
戸
高
原
に
居
住
す
る
に
至
っ
た
多
く
の
人
々
は
、

(

開

)

ら
に
は
サ
モ
シ
ー
ル
島
〉
を
経
由
し
た
。

ト
バ
湖
畔
の
西
北
部
(
例
え
ば
シ
ラ
ラ
ヒ
、
シ
ホ
タ
ン
さ

既
に
述
べ
た
よ
う
に
ト
バ
湖
周
遊
地
域
に
は
ア
チ
ェ
の
撞
頭
直
前
に
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
地
区
よ
り
人
々
が

到
来
し
た
と
い
う
俸
承
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
に
次
い
で
多
数
の
人
々
が
去
来
し
た
こ
と
に
な
る
。



一
般
に
移
住
者
は
新
た
な
場
所
に
居
住
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
地
に
先
住
す
る
人
々
の
聞
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
、
先
住
者
と
の
親
縁
関

係
を
唱
え
る
こ
と
が
多
い
。
前
々
章
で
燭
れ
た
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
よ
り
や
っ
て
来
て
ト
バ
地
匿
を
巡
回
し
た
後
パ
ル
ス
の
支
配
者
(
下
パ
ル
ス
王
)

(

臼

〉

と
な
っ
た
人
物
は
、
ト
パ
地
区
に
お
い
て
こ
の
地
匡
の
一
氏
族

(
M
M
g
R
Fる
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
し
、
同
じ
く
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ

(

印

)

よ
り
や

っ
て
来
て
タ
ナ
H

ジ
ャ
ワ
の
首
長
と
な
っ
た
人
物
は
、
サ
モ
シ

l
ル
島
に
滞
在
中
そ
の
地
の
氏
族

ωza白
を
潜
稽
し
た
。
そ
し
て
彼

ら
移
住
者
が
新
轄
地
周
溢
に
お
い
て
贋
く
影
響
力
を
行
使
す
る
に
至
る
場
合
、
彼
ら
の
存
在
を
先
住
者
の
聞
で
よ
り
は
っ
き
り
と
正
や
固
化
す
る

か
っ
農
耕
に
重
要
な
識
を
鍛
治
で
き
る
能
力
を
有
し
た
南

必
要
が
生
じ
る
。
そ
れ
ま
で
北
ス
マ
ト
ラ
に
お
い
て
一
商
業
・
宗
教
活
動
に
閥
興
し
、

イ
ン
ド
系
の
人
々
を
含
ん
だ
移
住
者
に
と
っ
て
、
新
轄
地
で
農
業
生
産
を
高
め
、

か
つ
交
易
が
可
能
な
港
市
と
の
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
っ
た
。

既
に
近
世
前
夜
か
ら
内
陸
部
に
活
動
網
を
有
し
た
彼
ら
の
移
住
を
正
嘗
化
す
る
手
段
と
し
て
、
嘗
一
該
の
地
が
彼
ら
の
祖
先
も
居
住
し
た
神
聖

-129ー

な
地
で
あ
り
、
彼
ら
が
「
蹄
還
」
し
た
こ
と
を
説
く
の
は
そ
の
一
っ
と
言
え
よ
う
。
西
岸
の
パ
ル
ス
に
近
接
す
る
ト
バ
湖
畔
地
域
に
お
い
て
、

下
パ
ル
ス
王
家
の
初
代
王
が
ト
バ
地
匡
を
巡
回
し
た
際
滞
在
し
た
と
い
う
バ
ッ
カ
ラ
は
、
湖
畔
有
数
の
稲
作
地
帯
で
あ
り
、
か
つ
ア
チ
ェ
は
下

(
臼
)

パ
ル
ス
王
家
を
慶
絶
し
な
か
っ
た
の
で
、
内
陸
世
界
の

一
中
心
地
た
り
え
た
。
移
住
者
及
び
そ
れ
を
迎
え
た
人
々
は
、
南
イ
ン
ド
系
や
ジ
ャ
ワ

系
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
タ

l
ム
と
北
ス
マ
ト
ラ
の
在
来
の
信
仰
を
統
合
し
て
、

(

位

)

ダ
人
が
牧
集
し
た
話
は
、
以
下
の
如
く
語
っ
て
い
る
。

そ
の
地
を
聖
地
化
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
十
八
世
紀
後
半
オ
ラ
ン

こ
の
地
方
の
住
民
が
語
る
に
は
、
バ
タ
ラ
H

グ
ル
は
天
界
の
主
で
あ
り
、
全
人
類
の
父
で
あ
る
。
そ
し
て
以
下
の
場
合
に
お
い
て
部
分
的

ナ

ガ

パ

‘

r

ハ

に
は
こ
の
世
の
創
造
者
で
も
あ
る
。
こ
の
大
地
は
最
初
か
ら

Z
品
名
主

o
E
と
い
う
者
の
頭
で
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と

う
と
う
疲
れ
て
頭
を
振
っ
た
と
こ
ろ
、
大
地
は
沈
ん
で
し
ま
い
、
こ
の
世
に
は
水
し
か
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
人
々
は
こ
う
し
た
大
地
と
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水
が
元
々
ど
う
い
う
ふ
う
に
造
ら
れ
た
の
か
知
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
言
う
に
は
、
水
が
こ
の
世
の
す
べ
て
の
物
を
覆
司
た
と

き
、
至
高
神
の
パ
タ
ラ
H

グ
ル
に
は

P』
C

O
ユ
白
切
己

g
と
い
う
名
の
娘
が
あ
り
、
彼
女
は
そ
の
下
界
に
降
ろ
し
て
く
れ
る
よ
う
父
に
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頼
み
、
犬
に
引
か
れ
て
白
い
鉢
で
降
り
た
が
、

水
の
た
め
そ
こ
に
居
績
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
彼
の
父
は
、
バ
ッ
カ
ラ
と
い
う
名

の
そ
び
え
立
つ
山
を
バ
タ
ラ
H

グ
ル
の
娘
の
居
住
地
と
し
て
天
界
か
ら
降
ろ
し
て
や
り
、
そ
れ
は
今
バ
タ
地
方
に
あ
る
。
こ
の
山
か
ら
次

第
に
そ
の
他
の
大
地
が
披
が
っ
て
い
っ
た
。
・
:
:
(
中
略
〉
:
:
:
】
U
Z
H
F
O
ユ
白
切
口
]
白
ロ
は
そ
の
後
大
地
に
居
住
し
、
三
人
の
息
子
と
三
人

の
娘
を
得
た
。
彼
ら
か
ら
全
人
類
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

盟
か
な
降
雨
に
よ
る
河
川
や
湖
を
多
数
有
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
上
越
の
よ
う
な
水
ば
か
り
の
世
界
が
説
話
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
す

(
臼
〉

る
。
人
々
に
時
と
し
て
災
を
も
た
ら
す
が
、
農
耕
に
重
要
な
水
を
統
べ
る
大
蛇
ナ
ガ
パ
ド
ハ
が
、
バ
タ
ラ
H

グ
ル
の
力
に
よ
り
制
せ
ら
れ
、
最

初
に
パ
ッ
カ
ラ
山
が
造
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
大
地
が
ま
わ
り
に
嫌
が
っ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
バ
タ
地
方
の
バ
γ

カ
ラ
に
最
初
の
人
類

が
誕
生
し
、
そ
れ
は
天
孫
降
臨
し
た
パ
タ
ラ

u
グ
ル
の
娘
の
子
孫
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。
バ
ッ
カ
ラ
は
人
類
瑳
鮮
の
聖
地
と
さ
れ
た
の
で
あ

るた
一
首
長
が
そ
の
ふ
も
と
に
存
在
し
た
プ
ス
ッ
ク
H

ブ
ヒ
ッ
ト
山
に
天
孫
降
臨
し
た
と
す
る
も
の
も
、

ト
バ
湖
畔
周
遊
の
人
々
の
始
租
侍
承
は
バ
ヅ
カ
ラ
の
他
、
同
じ
く
ト
パ
湖
畔
西
北
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
下
パ
ル
ス
王
家
が
任
命
し

(
臼
)

一
般
的
に
語
ら
れ
て
い
た。

パ
ッ

カ
ラ
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に
せ
よ
プ
ス
ッ
ク
H

ブ
ヒ
ッ
ト
に
せ
よ

い
ず
れ
も
パ
ル
ス
と
関
係
を
有
し
、
移
住
者
の
多
か
っ
た
ト
バ
湖
畔
西
北
部
で
あ
?
た
。
そ
の
俸
承

に
よ
る
と
、

最
初
に
誕
生
し
た
人
類
の
子
孫
(
三
代
目
)
の
う
ち
に
故
郷
を
離
れ
、

ア
チ
ェ
へ
行
き
そ
の
地
の
王
と
な
っ
た
者
と
、
パ
ル
ス
ヘ

行
き
そ
の
地
の
王
と
な
っ
た
者
と
が
現
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
天
孫
降
臨
の
あ
っ
た
聖
山
に
滞
っ
た
人
々
の
子
孫
よ
り
パ
タ
ッ
ク
人
の
始
租

シ
日
ラ
ジ
ャ
H

パ
タ
ッ
ク
が
生
ま
れ
、
そ
れ
以
降
バ
タ
ッ
ク
人
が
周
遊
地
域
に
蹟
が
っ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
前
牢
ま
で
シ
ン
ケ

ル
以
北
の
人
々
に
劃
し
て
用
い
ら
れ
た
パ
タ
(
バ
タ
ッ
ク
)
の
名
稿
を
、

ス
マ
ト
ラ
島
の
先
住
民
と
し
て
そ
の
中
心
を
ト
バ
湖
畔
西
北
部
に
据

ぇ
、
そ
の
民
族
世
界
を
ア
チ
ェ
や
パ
ル
ス
と
い
う
周
遊
港
市
と
の
関
係
の
も
と
で
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

十
七
世
紀
後
半
に
パ
ル
ス

に一扇一
館
を
設
け
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
曾
祉
の
記
述
は
、
パ
ル
ス
の
後
背
地
に
居
住
す
る
人
々
を
指
す
名
稽
と
し

(

臼

)

て
バ
タ
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
後
十
八
世
紀
・
十
九
世
紀
前
牟
の
オ
ラ
ン
ダ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
の
記
述
は
、
北
は
シ
ン
ケ

ル
の
後
背
地
か
ら
南



(
付
加
〉

は
マ
ン
ダ
ィ
リ
ン
ま
で
の
北
ス
マ
ト
ラ
の
東
西
南
海
岸
の
内
陸
部
に
居
住
す
る
人
々
を
一
般
に
パ
タ
ッ
ク
(
パ
タ
〉
人
と
規
定
し
て
い
る
。
今

ダ
イ
リ
、
シ
マ
ル
ン
グ
ン
、
ト
パ
、
ア
ン
コ
ラ
、

日
パ
タ

ッ
ク
人
は
、
方
言
の
遣
い
か
ら
カ
ロ
、

マ
ン
ダ
ィ
リ
ン
の
六
支
族
よ
り
な
る
と
さ
れ

る
。
十
九
世
紀
・
二
十
世
紀
前
半
の
調
査
で
は
、
こ
の
う
ち
ト
バ
、

ン
グ
ン
の
人
々
は
、

ア
ン
コ
ラ
、
マ
ン
ダ
ィ
リ
ン
(
十
九
世
紀
前
半
ま
で
)
及
び
多
数
の
シ
マ
ル

(

釘

)

一
般
に
ト
バ
を
彼
ら
の
租
先
の
出
身
地
と
す
る
停
承
を
有
し
た
。

一
方
カ
ロ
高
原
に
移
住
し
た
人
々
は
、
最
後
に
参
入
し
た
シ
ン
ビ
リ
ン
氏
族
の
人
々
を
も
含
め
、

強
い
世
界
観
を
形
成
し
た
。

ト
バ
地
匿
よ
り
も
南
イ
ン
ド
系
文
化
色
の

こ
の
世
界
は
パ
タ
ラ

u
グ
ル
が
地
上
に
迭
り
込
ん
だ
、
『
ロ
伊
ロ
∞
巾
ロ
ロ
者
同
問
。

-
E
m
(グ
リ
ン

(

伺

)

〔
南
イ
ン
ド
〕
園
王
〉
が
創
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
パ
タ
ラ

u
グ
ル
に
は
三
人
の
息
子
と
二
人
の
娘
が
あ
っ
た
。
息
子

彼
ら
の
俸
承
は
、

の
一
人
の
ク
リ
ン
園
王
は
パ
タ
ラ
H

グ
ル
の
支
援
の
も
と
、

地
下
界
を
統
べ
る
大
蛇
司
包
ロ

E
岳
〉
む
(
ト
パ
地
区
の

Z
品
名
包

oE)
を
制

し
、
大
地
を
造
ろ
う
と
し
た
。
七
度
試
み
た
が
、
す
べ
て
失
敗
し
た
。
バ
タ
ラ
H

グ
ル
は
パ
ド
ゥ
カ
H

デ
ィ
H

ア
ジ
が
寝
て
い
る
す
き
に
本
型

の
識
格
子
を
こ
れ
に
か
ぶ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
や
っ
と
大
地
が
出
来
た
。

ク
リ
ン
園
王
の
兄
弟
の

叶
ロ
印
ロ
月
間
』
同

ω曲
目
印
巳

ω白
E
ロ印
E
口
同
は
天
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界
に
あ
っ
て
彼
を
助
け
て
雨
を
降
ら
し
、
地
上
の
作
物
を
育
成
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
は
ト
パ
地
匿
の
神
話
同
様
バ
タ
ラ
H

グ
ル
と
大
蛇
パ
ド
ゥ
カ
H

デ
ィ
H

ア
ジ
が
登
場
す
る
が
、

と
し
て
南
イ
ン
ド
人
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
。
最
後
に
参
入
し
た
シ
ン
ビ
リ
ン
氏
族
は
、
鍛
製
品
を
扱
う
技
術
や
財
力
、
呪
術
に
お
い
て
先

」
の
世
は
ク
リ
ン
園
王
が
創
造
し
た

住
者
達
に
贋
く
影
響
力
を
行
使
で
き
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
そ
の
存
在
を
正
嘗
化
す
る
上
で
、
パ
タ
ラ
H

グ
ル
が
パ
ド
ヮ
カ
H

デ
ィ
H

ア
ジ
を
鎖

格
子
で
制
し
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
世
の
創
造
者
が
ク
リ
ン
園
王
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
カ
ロ
日
パ
タ
ッ
ク
族
の
由
来
に
閲
し
て
は
、
昔
一
組
の
パ
タ
ッ
ク
人
男
女
と
五
人
の
息
子
達
が
紳
に
導
か
れ
て
カ
ロ
地
匿
に
や
っ
て

来
、
そ
の
地
の
五
人
の
女
性
と
妻
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
北
西
、
南
、
北
、
東
、
北
東
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
村
を
建
設
し
た
。
そ
れ
が
カ
ロ
の

〈

的

)

五
氏
族
の
祖
先
と
な
ア
た
と
説
明
す
る
。
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カ
ロ
H

バ
タ
ッ
ク
族
は
、

ト
バ
湖
周
遁
に
居
住
し
た
ト
パ
H

バ
タ
ッ
ク
族
と
は
異
な
る
神
話
を
形
成
し
た
が
、
彼
ら
も
沿
岸
部
に
居
住
す
る
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ア
チ
ェ
人
や
マ
レ

l
人
に
劃
し
て
は
バ
タ

ッ
ク
人
を
稽
し
た
。
カ

ロ
族
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
港
市
は
、
デ
リ
で
あ

っ
た
。
カ

戸
地
底
か
ら
は

森
林
生
産
物
、
胡
殿
、
米
、
家
畜
が
捻
出
さ
れ
た
。
一
ア
リ
を
影
響
下
に
置
い
た
ア
チ
ェ
に
と
っ
て
、
胡
叡
や
森
林
生
産
物
の
集
荷
が
重
要
で
あ

(

初

)

る
ば
か
り
で
な
く
、
首
都
ク

タ
ラ
ジ

ャ
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
食
糧
を
職
入
に
頼
っ
て
お
り
、
内
陸
部
の
も
た
ら
す
米
や
家
畜
は
貴
重
で
あ
っ
た
。

(

η

)

 

こ
の
貼
は
ト
パ
地
匿
を
後
背
地
と
し
た
パ
ル
ス
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
港
市
は
地
域
の
一
商
業
活
動
を
司
る
中
心
地
で
あ
り
、
か
つ
イ
ス
ラ

-
ム
の
宗
教
活
動
の
接
酷
で
あ
っ
た
が
、

っ
た
。
む
し
ろ
後
背
地
の
農
業
生
産
を
司
る
文
化
を
認
め
、

ア
チ
ェ
に
せ
よ
パ
ル
ス
に
せ
よ
内
陸
部
と
の
闘
係
を
形
成
す
る
上
で、

(

η

)

 

こ
れ
と
の
関
係
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
。

イ
ス
ラ

l
ム
を
強
制
し
な
か

ア
チ
ェ
は
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
H

ム
ダ
の
時
代
に
全
盛
期
を
迎
え
た
後
、
十
七
世
紀
後
宇
に
は
影
響
力
を
後
退
さ
せ
た
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
交

易
活
動
は
ジ
ョ
ホ

l
ル
の
隆
盛
に
よ
り
そ
の
後
も
活
畿
で
、

ス
マ
ト
ラ
東
岸
に
は
代
っ
て
タ
ミ
ア
ン
、

ラ
ン
カ
ッ
ト
、
J

ア
リ
、

ス
ル
ダ
ン
、
バ

ト
ウ
バ
ラ
、

ア
サ
ハ
ン
等
の
マ
レ

l
入
港
市
圏
家
の
成
立
を
見
た
。
デ
リ
は
カ
ロ
一
地
匿
に
と
っ
て
主
要
な
港
市
と
し
て
存
緩
し
、

ア
チ
ェ
の
ス

-132ー

そル
の タ
地ン
位に
を任
保命
障さ
され
れ(た
た73--， 
。)四

首
長
L 

t土

そ
の
後
も
代
が
替
わ
る
ご
と
に
ア
チ

ェ
か
ら
そ
の
権
威
を
承
認
さ
れ
た
デ
リ
の
ス
ル
タ
ン
に
よ
り
、

カ
ロ
H

パ
タ
ッ
ク
人
は
そ
の
後
も
高
い
移
動
性
を
有
し

一
部
は
、

(
引
け
〉

カ
ロ
高
原
か
ら
稲
作
可
能
な
ア
ラ
ス
川
沿
い
に
北
上
し
、

さ
ら
に
は
タ

ワ
ル
湖
周
迭
に
も
移
住
し
た
。
カ
ロ
の

シ
ン
ピ

リ
ン
、

タ
リ
ガ
ン
、

カ
ロ

u
カ
ロ
、

ギ
ン
テ
ィ
ン
氏
族
の
う
ち
に
、
パ
サ
ン
ガ
ン
川
上
流
部
の

タ
ワ
ル
湖
西
岸
に
移
住
し
た
一
園
が
あ
っ
た
。

ム
に
改
宗
し
た
後
、

彼
ら
カ
ロ
人
は
ま
ず
ア
チ

ェ
に
赴
き
イ
ス
ラ
l

(

万

)

タ
ワ
ル
湖
西
岸
の
肥
沃
な
地
に
移
住
し
、
先
住
者
の
一
国
を
追
放
し
た
と
い
う
。
彼
ら
の
移
住
活
動
は
歴
史
的
事
質
で
あ

タ
ワ
ル
湖
周
迭
の
人
々
の
停
承
に
よ
る
と、

り

そ
の
頭
目
は
ア

チ
ェ
の

ス
ル
タ
ン
よ
り
「
四
首
長
」
と
同
等
の
地
位
が
保
障
さ
れ
た
。

彼
ら
は
追
放
し
た

一
園
か
ら
は
不
満
を
買
っ
た

が
、
タ
ワ
ル
湖
南
岸
の
「
四
首
長
」

の一

人
リ
ン
ガ
の
首
長
の

一
族
と
は
良
好
な
閥
係
を
形
成
し
た
。

ア
チ
ェ
の
影
響
力
が
及
ん
だ
の
に
加
え
、
こ
う
し
た
移
住
者
が
参
入
し
た
タ
ワ
ル
湖
周
遊
の
人
々
は
、
ガ
ヨ
人
と
い
う
民
族
世
界
を
形
成
し

(
叩
山
〉

ガ
ヨ
人
は
す
べ
て
リ
ン
ガ
の
地
よ
り
出
生
し
た
人
々
の
末
喬
で
あ
る
と
い
う
。

た
。
二
十
世
紀
初
頭
に
語
ら
れ
て
い
た
口
頭
停
承
に
よ
る
と
、



そ
れ
に
よ
れ
ば
、

ス
マ
ト
ラ
島
の
始
租
は
外
部
世
界
か
ら
や
っ
て
来
た

デ

ヲ

ジ

ヤ

デ

イ

ロm唱
と
同
会

で
あ
る
と
い
う
。

デ
ワ
ジ
ャ
デ
ィ
は
か
つ
て
大
き
な
大

陸
に
住
ん
で
い
て
、
大
き
な
凧
を
持
っ
て
い
た
ぺ
あ
る
時
そ
の
凧
を
あ
げ
て
い
る
と
突
然
強
風
が
起
こ
り
、
凧
と
と
も
に
彼
も
空
中
に
飛
ば
さ

れ
た
。
凧
は
さ
ら
に
上
昇
を
績
け
、

一
章
夜
飛
ん
だ
後
、
デ
ワ
ジ
ャ
デ
ィ
は
海
に
降
り
か
か
『
た
と
言
う
。
そ
の
時
紳
の
使
者
よ
り
一
握
り
の

土
が
海
に
ま
か
れ
、
デ
ワ

ジ
ャ
デ
ィ
は
そ
の
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
紳
の
力
に
よ
り
そ
の
土
地
は
ま
す
ま
す
績
が
り
、
草
木
が
生
え
出
し

た
。
こ
れ
が
ス
マ
ト
ラ
島
の
始
ま
り
で
、

そ
の
始
ま
り
が
リ
ン
ガ
の
地
で
あ
る
と
い
う
。

リ
ン
ガ
の
支
配
者
は
デ
ワ
ジ
ャ
デ
ィ
の
子
孫
で
あ

り

ア
チ
ェ
の
支
配
者
は
リ
ン
ガ
の
支
配
者
の
弟
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
の
ス
マ
ト
ラ
島
に
最
初
に
い
た
の
は
、
パ
タ
ッ
ク
人

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
う
ち
で
イ
ス
ラ

I
ム
教
徒
に
な
る
者
が
現
わ
れ
た
。

イ
ス
ラ

l
ム
に
導
い
た
の
は
、

メ
ッ
カ
か
ら
や
っ

て
来
た
イ
ス
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
l
ム
数
徒
に
な
っ
た
デ
ワ
ジ
ャ
デ
ィ
の
子
孫
で
リ
ン
ガ
か
ら
ア
チ
ェ
へ
行
っ
た
人
物
が
ア
チ
ェ
の
始

租
と
な
り
、

一
方
割
穫
を
怖
が
り
リ
ン
ガ
か
ら
南
へ
逃
げ
去
?
た
人
物
が
カ
ロ
日
パ
タ

ッ
ク
人
の
始
祖
と
な
っ
た
。
そ
し
て
リ
ン
ガ
に
糊
ま
っ

言
語
撃
的
に
は
、

(

村

川

)

ガ
ヨ
人
が
バ
タ
ッ
ク
人
か
ら
分
化
し
た
民
族
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ガ
ヨ
人
が
イ
ス

-133ー

た
デ
ワ
ジ
ャ
デ
ィ
の
子
孫
が
ガ
ヨ
人
に
な
っ
た
と
い
う
。

ラ
l
ム
化
し
た
パ
タ
ッ
ク
人
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
の
は
、

ス
マ
ト
ラ
島
に
お
け
る
ア
チ
ェ
人
に
劃
す
る
先
住
民
と
し
て
の
主
張
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
タ
ワ
ル
湖
周
遊
地
域
は
、

ア
チ
ェ
の
撞
頭
以
前
バ
タ
王
園
の
存
在
し
た
所
で
あ
っ
た
。

ア
チ
ェ
は
内
陸
部
を
軍
事
的
に
制
匪

し
た
が
、
先
の
ト
パ
湖
畔
や
カ
ロ
地
匿
の
場
合
と
同
様
、

タ
ワ
ル
湖
周
遁
の
農
業
や
家
畜
生
産
に
依
存
し
て
い
た
。
ま
た
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
を

唱
え
る
の
は
、
南
接
す
る
非
イ
ス
ラ

l
ム
数
徒
の
カ
ロ
H

パ
タ
ッ
ク
人
に
劃
す
る
優
越
感
の
表
現
と
言
え
よ
う
。
メ
ッ
カ
か
ら
や
っ
て
来
た
イ

『
パ
サ
イ
列
王
停
』
や
『
マ
レ

1
年
代
記
』
に
述
べ
ら
れ
た
、
北
ス
マ
ト
ラ
に
最
初
に
イ
ス
ラ

l
ム
を
も
た
ら
し
た
イ
ス
マ

ス
マ
イ
ル
と
は
、

イ
ル
の
こ
と
で
あ
ア
た
。

こ
の
ガ
ヨ
人
世
界
の
形
成
に
、

イ
ス
ラ

l
ム
教
徒
と
な
っ
た
カ
ロ
出
身
者
の
果
し
た
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
彼
ら
は
ア
チ
ェ
の
支
持
の
も
と
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に
肥
沃
な
タ
ワ
ル
湖
西
部
に
移
住
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
ア
チ
ェ
と
の
関
係
を
維
持
し
、

か
つ
タ
ワ
ル
湖
周
迭
に
お
い
て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
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れ
る
た
め
に
は
、
良
好
な
関
係
を
形
成
し
た
リ
ン
ガ
が
ス
マ
ト
ラ
の
始
ま
り
で
あ
り
、
彼
ら
イ
ス
ラ

l
ム
化
し
た
カ
ロ

u
バ
タ
ッ
ク
人
が
こ
の

地
に
「
蹄
還
」
し
た
こ
と
を
了
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
日
ガ
ヨ
人
は
、

一
般
に
リ

ン
ガ
に
居
住
し
た
租
先
の
末
葡
で
あ
る
と
唱
え
て

い
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
ス
ヌ
ッ
ク
H

ヒ
ュ
ル
フ
ロ

l
ニ
ェ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

(
刊
ゆ
)

族
の
う
ち
に
存
在
す
る
氏
族
名
を
有
す
る
「
ガ
ヨ
」
人
が
存
在
し
た
。

タ
ワ
ル
湖
西
岸
の
ブ
ブ
ス
ン
を
中
心
に
、

カ
ロ
H

パ
タ
ッ
ク

ト
パ
H

バ
タ
ッ
ク
、
カ
ロ
H

バ
タ
ッ
ク
、

ガ
ヨ
が
、

そ
の
民
族
世
界
の
原
型
を
ア
チ
ェ
や
マ
レ

l
入
港
市
園
家
と
の
関
係
の
も
と
で
形
成
し

た
と
い
う
黙
は
、

ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
も
同
様
で
あ
る
。
既
に
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
世
界
の
原
型
が
、
パ
サ
イ
や
マ
ラ
ッ
カ
と
の
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ

『
パ
サ
イ
列
王
停
』
や
『
マ
レ

l
年
代
記
』
に
も
記
述
さ
れ
て
い
た
。
ア
チ
ェ
が
隆
盛
し
た
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
十
七
世
紀
前
半

に
、
胡
淑
や
金
を
西
岸
諸
港
市
に
搬
出
し
た
内
陸
部
で
、
農
業
空
聞
が
護
展
を
と
げ
、
従
来
以
上
の
集
住
傾
向
が
生
じ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測

た
こ
と
は
、

ア
チ
ェ
が
影
響
力
を
後
退
さ
せ
た
後
の
十
七
世
紀
中
葉
以
降

(

乃

〉

も
、
ジ

ョ
ホ

l
ル
|
|
ス
マ
ト
ラ
東
岸
|
|
ミ
ナ

ン
カ
バ

ウ
の
一商業
活
動
は
、
金
、
胡
叡
を
め
ぐ
り
活
濯
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
朕
況
下
、
十

さ
れ
る
。
た
だ
史
料
の
制
約
上
、

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

八
世
紀
後
牢
に
マ

l
ス
デ
ン
が
牧
集
し
た

ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
人
々
の
話
は
、

(

即

)

る。

ジ
ョ
ホ

l
ル
と
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
誕
生
を
以
下
の
様
に
語
っ
て
い
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は
海
に
潜
り
、
海
の
王
の
娘
と
結
婚
し
た
。
彼
は
そ
れ
に
よ
り
三
人
の
息
子
を
も

う
け
、
彼
ら
が
成
人
す
る
と
母
親
は
三
人
を
父
の
も
と
に
送
り
届
け
た
。
父
親
は
彼
ら
に
王
冠
を
授
け
、
彼
ら
に
落
着
く
べ
き
王
園
を
さ

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
〔
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

l
大
王

(
引
用
者
)
〕

が
す
よ
う
命
じ
た
。

シ
ン
ガ
プ
ラ
海
峡
に
つ
い
た
と
き
、
三
人
は
誰
の
頭
に
王
冠
が
ぴ
っ
た
り
合
う
の
か
た
め
す
こ
と
に
し
た
。
長
男
が

ま
ず
試
み
た
が
、
冠
が
頭
ま
で
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
男
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
三
男
が
も
う
少
し
の
と
こ

ろ
で
頭
に
か
ぶ
り
そ
う
に
な

っ
た
と
き
、
冠
が
手
か
ら
海
に
落
ち
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
長
男
は
西
に
行
き
ル
ム
の
王
と
な
り
、
次
男
は
東
へ
行
き
中
国
の
王
と
な
「

た
。
=
一男
は
ジ
ョ
ホ

i
ル
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
頃
プ
ル
チ
ャ
島
(
ス
マ
ト
ラ
〉
は
ま
だ
海
中
か
ら
上
が
っ
て
な
か
っ
た
。
島
が
現
わ
れ
始

め
た
と
き
、
ジ
ョ
ホ

l
ル
王
は
釣
を
し
て
い
て
、
島
が

ω
F
H
F
H
F
B己ロ
o
と
い
う
大
蛇
に
よ
っ
て
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を



を
見
た
。

王
は

ω
-
5
2円

四

gmim-HF
と
い
う
剣
で
蛇
を
殺
し
た
が
、
創
は
百
九
十
の
切
H

吹
き
を
受
け
た
。
島
は
こ
う
し
て
現
わ
れ
る
こ
と

が
で
き
、

王
は
火
山
の
も
と
に
行
っ
て
住
み
つ
き
、
そ
の
子
孫
が
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
王
と
な
っ
た
。

前
半
の
部
分
は
、
十
七
世
紀
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
『
マ
レ

1
年
代
記
』
と
類
似
貼
を
持
っ
て
い
る
。
が
、

割
を
捲
っ
た
チ
ョ

l
ラ
王
は
姿
を
消
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
!
大
王
自
身
が
海
の
王
の
娘
と
結
婚
し
、
三
人
の
息
子
が
出
来
た
と
な
っ
て
い
る
。

『
マ
レ

1
年
代
記
』
で
重
要
な
役

マ
レ

l
人
の
王
で
あ
る
ジ
ョ
ホ

l
ル
の
王
は
、

世
界
一
帝
園
の
ル
ム
王
(
オ
ス
マ
ン
N

ト
ル
コ
の
カ
リ
フ
)
と
中
園
王
の
兄
弟
と
さ
れ
て
い
る
。

ス

マ
ト
ラ
島
が
海
中
に
あ
り
、
大
蛇
に
よ
っ
て
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
・
た
と
い
う
型
の
話
は
、

ト
パ
、

カ
ロ
い
ず
れ
の
パ
タ

ッ
ク
人
の
神
話
に
も

登
場
し
た
。

ス
マ
ト
ラ
在
来
の
文
化
的
要
素
の
存
績
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
が
、

ジ
ョ
ホ

l
ル
王
に
よ
っ
て

ス
マ
ト
ラ
最
初
の
人
聞
の
居
住
地
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
地
区
の
青
年
男
子
に
は
ム
ラ
ン
タ
ウ
と
い
う
出
稼
ぎ
、
移
住
の
慣
習
が
あ
り
、
多
く
が
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周
溢
の
ス
マ
ト
ラ
東

岸
や
マ
レ

l
半
島
で
活
動
し
た
。
財
力
を
蓄
え
ま
た
イ
ス
ラ

l
ム
の
宗
教
知
識
を
有
し
て
中
部
ス
マ
ト
ラ
に
鯖
る
と
き
、
彼
ら
は
人
々
に
影
響

(

飢

)

力
を
行
使
し
え
た
。
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
イ
ス
ラ

l
ム
化
は
、
十
六
世
紀
以
降
商
人
や
王
室
を
中
心
に
進
展
し
た
。

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周
溢
域
か
ら
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信
仰
郷
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、

マ
レ

l
人
の
王
に
よ
り
ス
マ
ト
ラ
島
が
誕
生
す
る
こ
と
が
出
来
、

そ
の
地
に
彼
ら
が
「
開
還
」
し
た
こ
と
を
説
く

こ
と
は
、
人
々
に
そ
の
存
在
の
正
嘗
性
を
語
る
上
で
重
要
で
あ
?
た
。

上
記
の
マ
レ
l
人
主
導
型
ス
マ
ト
ラ
誕
生
神
話
は
、
世
界
一帝
一
園
の
諸
王
と
肩
を
並
べ
る
と
さ
れ
た
ジ
ョ
ホ
l
ル
王
が
そ
の
ま
ま
ス
マ
ト
ラ
島

の
始
租
と
し
て
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
先
租
王
と
な
る
た
め
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
や
す
い
誕
生
神
話
と
言
え
よ
う
。
十
九
世

紀
の
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
人
の
聞
で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

I
大
王
の
血
統
を
有
し
、
ル
ム
王
、
中
園
王
を
兄
弟
と
す
る
冨
白

Z
E守
口
町
田
」
曲
が
ス

マ
ト
ラ
島
が
最
初
に
海
中
か
ら
現
わ
れ
た
火
山
ム
ラ
ピ
山
の
ふ
も
と
に
住
み
つ
き
、

(
位
〉

い
た
。
そ
し
て
そ
の
子
孫
が
、
ア
チ
ェ
を
始
め
ス
マ
ト
ラ
東
西
岸
の
諸
港
市
に
赴
い
た
と
し
た
。
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
の
場
合
も
、

ス
マ
ト
ラ
最
初
の
住
人
に
な
っ
た
と

一
般
的
に
語
ら
れ
て

ガ
ヨ
や
バ
タ
ッ

135 

ク
と
同
じ
く
、
自
ら
の
地
か
ら
ス
マ
ト
ラ
島
が
始
ま
り
、
彼
ら
が
こ
の
島
の
「
土
着
先
住
民
」
で
あ
り
、
彼
ら
か
ら
周
港
港
市
の
支
配
者
が
誕



136 

生
し
た
と
唱
え
た
の
で
あ
ア
た
。

_._ 
J、、

結

論

ス
マ
ト
ラ
島
に
お
い
て
港
市
と
後
背
地
と
の
交
流
が
活
性
化
し
た
近
世
、
内
陸
農
業
空
間
に
移
住
者
が
定
着
す
る
際
に
「
土
着
先

住
民
」
の
観
念
の
創
出
に
寄
興
し
、
彼
ら
の
活
動
の
正
賞
化
を
試
み
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ガ
ヨ
、

パ
タ
ッ
ク
、
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ

の
い
ず
れ
も
、

世
界
一
帝
園
を
任
じ
た
港
市
園
家
の
周
遊
部
に
あ
っ
て
、
各
々
が
ス
マ
ト
ラ
島
最
初
の
住
人
の
末
奇
を
唱
え
た
。
近
世
港
市
圏
家
の
権
限
の
増
大

(

m

∞〉

に
封
し
、
後
背
地
側
は
土
着
民
族
の
概
念
を
構
築
し
、
先
住
性
を
主
張
し
て
こ
れ
に
劉
麿
し
た
と
言
え
る
。
従
来
プ

ロ
ト
H

マ
レ

l
系
、
新
マ

本
稿
は

レ
l
系
と
い
う
分
類
の
も
と

∞-
P
N印
0
0
1
5
0
0

の
時
期
に
こ
れ
ら
の
人
々
の
租
先
が
ス
マ
ト
ラ
に
居
住
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
原
型
は
十
四
|
十
七
世
紀
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

本
稿
で
論
じ
た
移
住
者
は

「土
着
先
住
民
」
の
概
念
の
創
出
に
寄
興
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
ド
文
化
や
イ
ス
ラ

l
ム
を
も
た
ら
す
こ
と
に

-136ー

も
闘
興
し
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
化
や
イ
ス
ラ
1

ム
化
を
考
察
す
る
際
、
外
来
文
化
を
も
た
ら
し
た
者
と
そ
れ
を
受
容
し
た
現
地
側
と
の
封
比

的
観
貼
か
ら
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

パ
タ
ッ
ク
地
区
に
お
い
て
イ
ン
ド
化
と
「
パ
タ
ッ
ク
」
化
、

ガ
ヨ
地
区
に
お
い
て
イ
ス
ラ
l
ム

化
と
「
ガ
ヨ
」
化
、

ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
地
区
に
お
い

て
イ
ス
ラ

l
ム
化
と
「
ミ
ナ

ン
カ
パ

ウ
」
化
と
は
、
移
住
者
の
介
在
に
よ
り
同
じ
局
相
で
起

き
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

「
外
来
」
文
化
の
導
入
と
「
現
地
側
の
主
瞳
」
形
成
と
を
媒
介
し
た
移
住
者
の
役
割
は
、
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
重
要
な
課
題
と
言
え
よ
う
。

本
稿
は
直
接
扱
わ
な
か
っ
た
が
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
移
住
者
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
も
周
遊
の
南
ア
ジ
ア
や

(
創
出
)

西
ア
ジ
ア
に
移
住
し
た
人
々
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
が
そ
れ
ら
の
地
に
定
着
し
て
い
く
際
、
ど
の
よ
う
に
現
地
枇
舎
の
翻

中
園
、

念
的
構
築
に
寄
興
し
た
の
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
移
住
者
の
存
在
に
着
目
す
る
と
き
、
東
南
ア
ジ
ア
の
陸
史
研
究
は
同
時
に

イ
ン
ド
や
中
園
、

商
ア
ジ
ア
ら
の
周
遁
世
界
の
形
成
史
と
も
関
わ
る
展
望
が
聞
か
れ
て
く
る
。

一
見
外
在
的
に
は
古
く
か
ら
固
有
の
世
界
を
形



成
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
の
地
域
世
界
は
、
彼
ら
移
住
者
の
役
割
に
着
目
す
る
と
き
、
彼
ら
に
よ
っ
て
い
か
に
「
古
く
」
か
ら
か

つ
「
固
有
」
で
あ
っ
た
か
の
如
く
観
念
形
成
さ
れ
た
の
か
を
、
我
々
に
提
示
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
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イ
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デ
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ア
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ア
ジ
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文
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社
曾
形
成
の

論
議
(
例
え
ば
ク
ロ
ム
、
前
掲
書
、
三
七
|
四
五
頁
)
に
戻
る
つ
も
り

は
毛
頭
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
ド
化
や
イ
ス
ラ
!
ム
化
を

論
ず
る
際
に
現
地
側
の
主
僅
性
を
重
視
し
、
イ
ン
ド
文
化
や
イ
ス
ラ
l

ム
を
受
容
し
た
側
の
意
向
、
そ
れ
以
前
の
東
南
ア
ジ
ア
在
来
の
文
化
の

存
緩
や
そ
れ
と
新
た
に
受
容
し
た
観
念
と
の
接
合
等
の
解
明
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
ぐ
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
外
来
と
現
地

側
と
い
う
外
と
内
と
を
固
定
化
し
て
し
ま
う
と
、
他
地
域
か
ら
や
っ
て

来
、
現
地
の
人
々
と
接
燭
・
混
治
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
人
々
の
存
在

を
見
落
し
が
ち
に
な
る
。
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
人
々
が
嘗

該
の
祉
曾
に
お
い
て
「
外
」
と
「
内
」
と
を
設
定
し
た
り
、
媒
介
す
る
役
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Hua Hospital, and further examine their disasterreliefactivitiesin Hong

Kong and Canton｡

　　　

The Dong Hua Hospital　was　founded in 1869 to provide medical

services for the Chinese population of Hong Kong, however, circumstances

in Hong Kong at that time required other charitablesocial services. Thus,

the Dong Hua Hospital came to manage the repatriation of emigrants and

the transportation of dead bodies, as well as to organize the raising of

relieffunds among overseas Chinese. The Dong Hua Hospital acted asａ

pivot in the Cantonese Network, and as such was able to effectivelyobtain

both reputation and financial resources｡

　　　

The establishment of the Dong Hua Hospital involved the emergence

ofａ new local elitewhich represented the several guilds. As the activities

of the Dong Hua Hospital were ｅχtended,the government in Hong Kong

began to fear the influence of Chinese officials｡

　　　

In the early twentieth century the Dong　Hua　Hospital worked in

cooperation with the benevolent associationsin Canton to provide reliefto

disaster victims. As the city of Hong Kong flourished,the Dong Hua

Hospital took the initiativein the management of social servicesin both

Hong Kong and Canton.

THE ROLE OF IMMIGRANTS IN THE RECONSTRUCTION

　

OF INNER SUMATRAN ETHNIC IDENTITIES IN THE

　　　　　　　　　　　

EARLY MODERN ERA

HiROSUE Masashi

　　　

On the eve of the early modern era, Sumatra became one of the most

prosperous commercial areas in Southeast Asia on the basis of the ｅχport

of precious forest and mineral products and pepper. Pasai, Minangkabau,

and south Indian merchants developed commercial networks between ports

and their hinterlands.

　　　

When Aceh emerged as ａ powerful port polity in the siχteenthand

seventeenth centuries,the influence of these merchants was overshadowed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－



by the power of Aceh, which at that time placed major Sumatran ports,

except that of south Sumatra, under its firm control.　However, Aceh

itself was dependent on the hinterlands from which commercial products

and foodstuffs were supplied to coastal entrepots. Some of the itinerant

merchants involved in this supply network chose to settle in inner agri-

cultural regions｡

　　　

In order t０legitimate their immigration to these inner regions, these

people attempted to construct an ethnic identity by claiming that both they

themselves and the local indigenous peoples were descended from ａ common

ancestor who had originally lived in Sumatra, and whose descendants had

subsequently spread throughout Sumatra. The Gayo, Batak and Minang-

kabau ethnic identities were reformed around their respective sacred places

where, according to legend, their ancestors had lived｡

　　　

Although these Sumatran peoples are often described as Proto-Malays

or Deutero-Malays who emigrated to Sumatra very early（ｃａ.2000 B. C),

it

　

is

　

highly

　

probable

　

that

　

the

　

ethnic

　

identities

　

of

　

Gayo, Batak　and

Minangkabau were reshaped in the siχteenth and seventeenth centuries.

Previous studies of immigrants in Southeast Asia have tended to focus

mainly on their role in the introduction of foreign　culture to ａ native

Sumatran world.　It is necessary in addition, however, to　ｅχamine the

other important role of these immigrants in the creation of the“indigenous”

world.

CHRISTIAN ARABS IN THE EARLY ISLAMIC PERIOD：

　　　　　　

THE CASE OF THE BANtJ TAGHLIB

Ota Keiko

　　

My intent in this articleis to study the history of non-Muslims living

under Muslim rule, and in particular to analyze that which can be

extrapolated from the history of the Banu Taghlib.　The Banu Taghlib

were one of the most influentialtribesof the Rabl'a coalition. Originally,

they controlled an area　in　the　northeast　of　the　Arabian　Peninsula。
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